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WHAT’SNAMCO? 
自分への挑戦fそれが競技者の真髄だII

3 
理
理
．
を
見
る
と
い
っ
て
も
、
眠
り
な
が

四一己一守

ら
見
る
あ
れ
じ
ゃ
な
い
。
希
望
と

E
F・
か、
理
想
と
い
っ
た
方
の
こ
と
だ
。

〉
誰
し
も
、
夢
は
も
っ
て
い
る
と
思
う
け
ど

議

夢
が
見
え
て
い
る
と
い
う
事
は
、
そ
の
目

釘

指
す
物
（事
）が
具
体
的
な
状
態
な
の
だ
と

揃

思
う
。
人
生
の
先
を
見
す
え
て
、
な
ん
て

く
一
い
う
大
き
な
話
じ
ゃ
な
く
て
、
さ
さ
や
か

な
事
で
も
い
い
ん
だ
。
そ
う
、
若
さ
に
ま

か
せ
て
、
と
り
あ
え
ず
何
か
や
っ
て
お
こ

う
と
い
う
く
ら
い
で
。

一
球
入
魂
。
こ
の
言
葉
が
操
る
青
春
の

一
ペ
ー
ジ
が
今
年
も
甲
子
園
で
展
開
さ
れ

た
。
多
く
の
球
児
と
呼
ば
れ
る
若
者
が
甲

子
園
と
い
う
夢
を
見
て
、
勝
ち
進
ん
で
き

首

F
見
え
ま
す
か
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ラジアメ通信
チャレンジマン
ロケーションネットワーク

た
。
マ
ス
コ
ミ
に
怪
物
、
怪
童、

0
02

世
、
と
呼
ば
れ
る
選
手
も
、
無
名
校
の
無

名
の
選
手
も
、
勝
ち
残
っ
た
選
手
も
、
惜

し
く
も
敗
れ
去
っ
た
選
手
も
同
じ
夢
を
見

て
い
た
の
だ
。
仮
に
本
気
で
プ
ロ
野
球
の

世
界
で
生
き
て
い
こ
う
と
考
え
な
い
球
児

に
と
っ
て
、
そ
の
甲
子
園
と
は
何
だ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
勝
ち
進
ん
だ
所
で
個
人
的
な
メ

リ
ッ
ト
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
く
せ、

朝

か
ら
晩
ま
で
厳
し
い
血
へ
ド
を
吐
く
ほ
ど

の
練
習
。
フ
ラ
フ
ラ
街
を
歩
い
た
り
、
テ

レ
ビ
や
映
画
だ
っ
て
見
た
い
だ
ろ
う
と
思

う
。
け
れ
ど
彼
ら
は
な
ぜ
？
彼
ら
は
野

球
が
真
底
、
好
き
な
ん
だ
。
打
算
も
何
も

な
い
純
粋
さ
が
そ
こ
に
あ
る
。
夢
と
は
本

来
こ
う
あ
り
た
い
、

と
直
感
的
な
も
の
で

打
算
な
ど
な
い
の
だ
と
田
ゅう
。

み
ん
な
の
中
に
そ
ん
な
夢
は
生
き
て
る

だ
ろ
う
か
。
「
そ
ん
な
こ
と
や
っ
て
も
何
の

得
に
も
な
ら
な
い
よ

」
そ
ん
な
答
え
方
は

や
め
て
ほ
し
い
。
理
屈
で
は
な
く
、
そ
れ

じ
ゃ
あ
ん
ま
り
寂
し
い
か
ら
、
自
分
を
い

い
気
持
ち
に
し
よ
う
／
う
わ
べ
だ
け
で

な
く
て
、
川
%楽
し
い
思
い
を
し
よ
う
／

小
さ
な
夢
か
ら
大
き
な
夢
ま
で
た
く
さ
ん

持
っ
て
、
で
き
な
い
な
ん
て
あ
き
ら
め
な

い
で
。
コ
ラ
ム
で
登
場
し
て
く
れ
た
清
国

益
章
さ
ん
も
言
っ
て
い
た
。
成
功
す
る
人

は
、
そ
れ
を
必
ず
信
じ
て
い
て
、
流
れ
や
、

つ
き
を
呼
ぶ
よ
う
に
な
る
っ
て
。
ひ
ょ

っ
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清国益章

と
す
る
と
運
命
の
力
よ
り
、
人
が
信
じ
て

生
き
る
力
の
方
が
強
い
か
も
し
れ
な
い
。

そ
ん
な
夢
を
育
て
て
み
よ
う
。
そ
し
て
だ

ん
だ
ん
具
体
的
な
形
に
作
り
上
げ
る
。
そ

う
し
た
ら
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
汗
を
流
し

て
走
っ
て
み
よ
う
。
ふ
り
む
か
ず
に
、
た

だ
ひ
た
す
ら
に
、
頬
に
風
を
、
つ
け
て
走
る

ん
だ
。
き
っ
と、

い
い
気
持
ち
に
な
れ
る

か
ら
。
だ
か
ら
今
は
、
そ
の
準
備
を
し
よ

う
。
夢
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
よ
う
、
少

し
だ
け
の
冒
険
が
始
ま
る
。
N
G
で
も
そ

ん
な
官
険
を
応
按
し
よ
う
。
そ
し
て、

も

し
よ
か
っ
た
ら
N
G
に
も
そ
の
夢
、
眺
め

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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ファミリーテニス（ファミコン用ソフト）ー￥3. 900 
プロテニスワールドコート（PCエンジン周ソフト）－

v 4. 900 
ぶんぶんやえどまえといった個性畳かなキャラクター

を使って、テニスプレイヤーそのものになった錯覚す

ら感じるソ7~ ＇ キ~心者のうちは、とりあえずボール
を追っかけて、余絡が出できたら、守＇Jl事の強弱や返疎

の場所奇計算して、さらには栂手の動きのパターン在

校んで、その逆に打っとか・・。ゲーム自体力九、たって

単純な分だけ、奥が漂い。ボールを受ける感覚を憶え

るのが少々錐しいので、とっつきつeらさがあるかもし

れないカヘ慣れ結めたと感じた時は、ゲームにのめり

込んでいる時だろう。PCエンジン周のプロテニスワ

ールドコートの場合、ニのテニスプレイがダフルス（2

人or4人が一度に遊べる）て”できたり、 RPG風テニ

スのクエストモードがついていたりとおまけも盛りだ

くさん。対人モードのゲームについて踊るにあたって、

二のファミワーテニスとプロテニスワールドコートを

抜きでは始められない3 その〈らいのパワーを持った

ゲームソフトである3

WHAT’s 
NAMCO? 

プロ野疎ファミリースタジアム・87(7ァミコン用

ソ7ト）ー￥3. 900 
プロ野軍事ワールドスタジアム（PCエンジン用ソ

フト）ー￥4, 900 
今さら観賜の必要もない位のメジャーゲームD 野

球ゲーム＝野球盤のイメージを崩したのもこのゲ

ームだろう 3 自分一人で9人のプレイヤー＋監督

まてやってしまうパーソナルなゲームa しかし、

二れbず一度対人モードでプレーした時の自然度は

他のゲームと比較にならf＆~＇. もちろん野軍事とい
う繁4粉、身近なせいもあるが、それだけではニの

ソフトのベストセラ一度と繁務用ワールドスタジ

アムの売上高一位というニとは脱明できない＠自

分の趣味に合わせて投手カ優先のチーム、打撃優

先のチームを港1：こともできるのだ。最近、多〈

の野球ゲームソ7トが出ている中、このファミリ

ースタジアム、ワールFスタジアムが、ベストセ

ラーを続けている秘密は、やはリ無駄な絡を＃除

し、純粋に野軍事のプレーのみを捕えているからだ

ろう，そのシンプルさこそ力士何度やっても飽き

させないのだろう、 PC周のワールドスタジアム

は、ファミリースタジアムと11111司じ内容だが、

対コンビュータ一時のチーム数がま曽えていて、上

紐者でも充分満足できる3 もちろんPCエンジン

のため画像も美しい

4 



ナムコクラシ・ノク（フ

ァミコン用ソ7ト）

一v5,900 
陸場感そのままの3D
画面＋泌兄把鍾の20

画面，本物よりわかり

やすくなっている，お

まけに、そのプレイを

するたびに風の強きや

方向か変わっτしまう。

さらに~IJの人間約司じ打ち方をしても飛ひ芳が全然遭

ってしまう。スポーツゲームでも、ゴルフと冨うとど

こ古物制約作雄のように感じられるカヘナムコクラシ

ックは、そのプレイヤーのパーソナリティーが出て〈

るのだ。頭とセンスカ法要とされる純粋なスポーツゲ

ームなのだ。ラウンドプレイでは2～4人のプレイヤ ;_;,..... 

ーが参加でき、 トーナメントプレイで全3【両院を戦いぬ
阜、 2位まてにはいれば、トップ2人てナムコクラシ

ックに出場できる，二れは、クラシックスタイILの7

ツチプレイになっていτ、ニニて暢てば、世界のラン

キング1t立というニとになるd 一歩ずつステップアッ

プだ③それにこの距取だったら、このクラブを使って

こんなカで打とうなんて曾うのは、モノホンと一指／

だから、このゲームてーつちかったこ夜来母量は、そのま

ま実戦にいかせるんだL もしこれを観父に教えたら、

返して〈れな〈なるかも ・？



という物は、おうおう

にしτこういうものだ

車九ボクシングには特

にこれhず大きい。ニのファミリーボクシンずは、まさ

にそれで、トレーニンクモードて織力をアップさせ、

ランキンヲモードて鵠だめしをしてトーナメントやウ

オッチで、自分の育てたボクサーをゲームに出すのだ〈

ニれには自分の育てた選手をパスワードで入力できる

ようになっτいるので、友達周士でお互いの作った選

手を戦わせる二とができる 特にウォッチモードでは、

お互いの作った選手をコンビュータの像作にまかせτ
純粋主強さを比べるニとb＇可能なのだ。そして、さら

に自分の戦力を上げたければ、またトレーニングモー

ドに戻るのだ。鍛えて鍛えぬいた自分もしくは自分の

選手に、タイトルをとらせたい本物のボクシングの

ハングリースピリットカ~~常によ〈出τいるゲームで

ある。スポーツゲームにはめずらし〈スポーツ根性が

封づいているのだf おだやかな日常時暢にニれを

感じられるのふまた貧富なのだろう。

WHAT’s 
NAMCO? 

タッグチームプロレスリンデ（ファミコン周ソフト）ー

¥ 4, 900 
プロレスというスポーツは一種特別なもので、大半の

ファンは観戦のみにエキサイテインタを感じる。この

タッ7チームプロレスリングは、もちろんヲッグチー

ムの選手を操作するわけだカ＼プレイヤー似事覚とし

ては、ひいきチームの陵合を観織するというものに近

い。ゲームのやり方は、タッグマッチの2人のプレイ

ヤーのコンビネーションを考えながら、攻撃をかける

のだ椙手が近づいてきたら先にパンチを〈らわし、

ひるんだスキに技をかける。相手の体カカ苛奇まったら

一気にフォールだ／ ここ一番にはラリアートやサソ

りもかけられる ニいつが出たら、そのままギプアγ

プまて’もっていける もちろんスポーツゲーム特有の

対戦モードのエキサイティンデ度は最高だフォール

をとるまで肩に力を入れたまま、罵声を上げろ この

努いて世界ランキングまて恒け上がれ／

⑥DATA EAST CORP. 
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⑥ゲームスタジオ

ファミリーショッキー（7

事i ~ l j ァミコン用ソフト）ー

~ ii賀川＇ 900
、梅 園 このゲームは大きく分けて

~盟 問 2つの遊ひ方がある ひと

司E‘~，闘 つは、ジョ ッキーになって

可ミιP’レースに挑む方法。もうひ

とつは、本物。灘原通り、

観客として馬券を買って楽しむ方法とがある。この馬

券のオッズ（倍率）も、維カ噛ず何かを買うために変化す

るからすごい。このリアル卓もなかなかだが、やはり

ー番楽しめるのは、前述の方だ。性格、能力の違う16

頭の馬車、ら→買を選ぴレースに出場する。レースのコ

ース上にスピードやスタミナをパワーアップできるア

イテムをひろう二とによって馬自体を成長させること ・E

もできる。ただぜればかりに気をとられているとゲー

ムオーバーになってしまう。というのは、レースで、

下から2番までにはいるとそれだけで失格になってし

まう。それにレースも長距.短距膿込障害と色々あ

る。もちろん天候も変わる。きあ、どう有利に馬を使

う晶、がポイントだ。

ファミリーサーキット（7ァミコン用ソフト）

ー》3,900 

モータースポーツ，荒行d掃宇今、ニのゲームはレースマ

ニアすら巻き込むレーシングゲームだ｛まず自分の車

のボディーカラーを決め、セッテイングを自分なりに

考えて行なう。腕を上げるために7リー走行の数をこ

調 なしてレースに望む。二れにチームのスポンサー瞬

窃彊 作集舟切日われば（たぶんつまらないゲームになるけど）

まるっきり本当のレーサーだ。おまけに、ノービス、

3クラス、 Aクラス、スー，｛－Aクラスといった自分

のレベルに合ったレースに劃Eで阜、スプリントレー

スキ唱耐久レースもある。テクニックを盗むためにウオ

ツチモードを使って、一人の

レーサーの走りを追ったり、

コース上にー架所鱒取って何

人もの走りを見れてと楽しみ

いろいろ。

サイドポケット（ファミコン用ソフト）

ー￥3, 900 
ビリヤードの黙さを感じ串せるサイド

ポケット スポーツゲームの中に入れ

てはみたが、若干シミュレーションの

感覚か強いということは否めないp し

かし、ビリヤードの中で一番、楽しめ

る、ここを二う打っτ、何番にあてて

といった想定部分は120%楽しめる

なぜ120%かというと、とりあえず打ち

繍じとか、ボールに触れて7アールに

なる事はないそれに、押し玉やマッ

セの技術も完鍾だからだそれに一人

プレイ周には、引き玉、押し玉といっ

た妓術を練習させてくれるモードもつ

いている。ここて慨をみ品ずいて、シテ

ィークラス、ジャ，fンクラス、ワール

ドクラスと、どんどん上をめざしτ華

麗なテクニックを見せつけよう 特に

押し玉や右ひねりのテクニ‘ノクと、打

つ強5批乃バランスをシミュレイトでき

るので、これは実際のビリヤードにも

応用可能なのだスポーツゲームの感

覚か軍師擦のスポーツの腕にフィードパ

ックできるというめずらしいタイプの

ゲームとも言える。

⑥DATA EAST CORP. 
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7
月
例
目
、
東
京
・
斯
痛
の
ス
タ
ジ
オ
・
ア
ル
タ

に
お
い
て
、
会
園
1
0
0
0方
の
プ
ロ
野
湾
フ
ァ
ミ

リ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
釘
フ
ァ
ン
の
頂
点
に
立
つ
、
ま
者

が
決
定
し
た
。

当
日
会
場
に
姿
を
現
し
た
勇
者
は
、
各
地
区
か
ら

週
ば
れ
た
精
鋭
同
名
と
シ
l
ド
選
手
2
名
の
、
合
計

同
名
、
ど
の
簡
も
自
信
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
、
つ
わ
者

ば
か
り
だ
。

こ
の
晴
れ
の
舞
台
へ
の
道
の
り
は
、
怠
園
初
な
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
ま
ず
は
、
フ
ァ
ミ
コ
ン
通
信
、
ヤ

ン
グ
ジ
ャ
ン
プ
両
編
集
郵
（
寄
せ
ら
れ
た
、
応
募
ハ

ガ
キ
に
よ
る
書
類
選
宅
総
数
2
方
通
の
中
か
ら
、

絞
り
に
絞
り
込
ま
れ
、
こ
の
第
1
次
予
選
を
通
過
し

た
の
は
、
わ
ず
か
4
2
0名
と
な
っ
た
。

第
2
次
予
選
は
、
各
地
区
で
の
対
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

戦
。
（
制
限
時
間
5
A
Z
ナ
ム
コ
ス
タ
l
ズ
を
相
手
に

得
点
を
睡
眠
っ
た
。
こ
の
、
上
位
8
名
が
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
に
出
場
し
、
地
区
代
表
の
イ
ス
を
か
け
て
闘
っ
た

の
だ
。対

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
戦
の
合
絡
平
均
点
は
、

8
点
と

い
う
か
ら
、
そ
の
実
力
や
し
か
り
。
そ
の
カ
量
た
る

や
か
な
り
の
も
の
だ
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
決
戦
の
火
ブ
タ
は
切
っ
て
落

と
さ
れ
た
。
多
加
選
手
は
、
A
ブ
ロ
ッ
ク
・
北
海
道

地
区
代
表
・
伎
店
憲
一
、
九
州
地
区
代
表
・
中
島
圭

一
、
東
北
地
区
代
表
・
清
水
基
正
、
中
国
！
図
園
地

区
代
表
・
＝
一
谷
勝
也
、
近
畿
⑥
地
区
代
表
・
山
本
哲

央
、
信
滋
「
北
陸
地
区
代
表
・
小
池
一
樹
、
関
東
①

旭
区
代
表
・
佐
蔵
伸
章
、
近
畿
⑨
地
区
代
表
・
今
井

厚

宅

B
ブ
ロ
ッ
ク
・
関
東
②
地
区
代
表
・
岩
沢
行

弘
、
近
鎗
①
地
区
代
表
・
大
友
光
理
、
関
東
血
町
一
地
区

代
表
・
小
西
学
、
東
海
②
地
区
代
表
・
石
田
町
骨
、
関

東
④
地
区
代
表
・
飯
野
高
之
、
東
海
①
地
区
代
表
・

筒
困
穆
久
。
さ
ら
に
、
シ
l
ド
選
手
の
フ
ァ
ミ
コ
ン

通
信
の
ス
ー
パ
ー
ゲ
l
マ
l
・
ア
ル
ツ
鈴
木
の
舎
弟

驚
井
清
和
と
G
T
Vの
ス
ー
パ
ー
ゲ
l
マ
l
・
ミ
ス

タ
ー

xの
品
開
予
、
イ
ン
ド
マ
ン
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
方
式
で
行
わ
れ
た
決
勝
戦
は
、
制
限
時
間
M
M
A
芳、

量
多
国
滋
9
固
ま
で
。
同
点
の
渇
合
は
安
打
数
の
多

い
方
が
．
ち
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

さ
す
が
に
こ
ニ
ま
で
駒
を
進
め
た
だ
け
あ
っ
て
、

互
い
に
実
力
伯
仲
。
か
な
り
の
接
戦
と
な
っ
た
。
中

に
は
ド
ラ
フ
ト
抽
選
に
泣
〈
者
、
劇
的
な
さ
よ
な
ら

ホ
l
マ
l
eカ
ッ
投
ぱ
す
者
、
と
夏
の
甲
子
園
き
な

が
ら
の
ド
ヲ
マ
が
展
開
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
日
本
一
の
栄
冠
は
、
ニ
の
日
の
解
脱
者

＆
ゲ
ス
ト
の
睡
眠
も
が
『
ニ
い
つ
は
で
き
る

HE
と
う

な
っ
た
、
実
力
者
・
東
海
の
地
区
代
表
の
・
回
ク
ン

の
頒
上
に
燭
い
た
。

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
宙
開
1
民
合
目
か
ら
、
安
定
し
た
強

串
を
見
せ
た
曲
四
国
ク
ン
は
、
準
決
勝
で
シ
l
ド
選
手

の
一
人
、
イ
ン
ド
マ
ン
を
圧
勝
す
る
な
ど
、
そ
の
実

力
の
ほ
ど
を
憾
と
い
う
ほ
ど
見
せ
つ
け
た
、
つ
わ
者

中
の
つ
わ
竜
特
に
、
パ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
ス
に
は

定
解
が
あ
っ
た
。

ニ
の
、
鶴
図
ク
ン
は
、
優
腸
の
官
官
ぴ
と
問
臨
時
に
8

月
初
日
に
行
わ
れ
た
、
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル

ス
で
の
日
米
繊
善
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
、
『
衝
し
い

で
す
。
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
で
も
、
ベ
ス
ト
を
つ
〈
し

ま
す
』
と
抱
負
の
ほ
ど
を
居
っ
て
〈
れ
た
。

今
回
、
惜
し
く
も
敗
れ
た
と
は
い
え
、
品
帽
の
選
手

・
も
、
次
回
の
プ
ロ
野
穆
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
日

本
選
手
織
大
会
に
向
け
て
、
院
を
店
い
て
も
ら
い
た

い
、
ニ
の
眼
聞
か
ら
、
昌
明
た
な
闘
い
が
鎗
ま
っ
て
い

る
の
だ
。
－
m
2代
目
王
者
は
、
キ
ミ
だ
M
H
U

景i宵が待ち伏せていた。はかったな、たろすけ→P23へうiずっ／



ゼビウス発進fか サーガ

ファードラウド伝説
慣は舎はまだ何も…。鴫聞か来

たら必すはつ壱Dお置しします
から．舎は勘弁してくだ古い。
先月号であんまり置しす曹ちゃ
ったんで責任をとって橿の毛ま
で切ったんですから・－－。

一河野さん／ この写真はいったい何なんて’すか／

ーこれがMSX版「ゼピウス」なんて’しょ？ 話してくださいよ。

ニの見慣れないのは新しい敵キャラにしか見えないてeすよ。

「ゼビウス」はMs X用にパワーアップされてるんですか？

ーそうなんでしょ？ ほら、このアンドアジェネシスはちょっ

と形が変わってますよ／

ーニの写真がすべてを跨ってるじゃないですか？ 今さら、し

らをきっても始まらないて’すよ／ 河野さあ～ん／

MSX2専用

これかイシターの復活の全容だf
河野さんは、「ゼピウス」について何

も話さずに立ち去ってしまった。しか

しこんなニとでめげるNG編集室では

ない。さらにおっかけを続けてしまう

のだ／ 犬も歩けば樽にあたるという

が、僕も何やら見つけたのだ。なんと

;tれは、発売間近と言われている「イ

シターの復活」の全資料ファイルだぜ．／何、￥6,800て唖月22日
の発売予定／ そうか、既に発売日や値段も具体的な所まで進

きてるんだ。画面からロゴが消えて、カイがブルー・クリスタ

ルロツドを抜〈瞬間からゲームをスタートするのもー諸だな。

画面も鮮明できれいだ。この上に出てる写真がそうなんだけど

ゲームセンターでみんなが今までやってたのかわからないだろ

う？ キャラクターもBなじみだよね。Ms Xの能力の限界が

あるから、面によっては敵キャラの出現パターンが遣うニとも

あるようだけど、これじゃ気にならないね。意憶して作った変

更部分なんてないみたいだしね。あれ？ エンディングの鋭明

の部分がベンて塗りつぶされる。おい、こりゃエンデイング部

分か妥：更されてる可能性は大だぞ～／

MSX2専用

ヵヘこれは「イシターの復活」の次に出るソフトと見たね。タイ

トルは「センターコートJ、テニス物だ。（写真を見れば維でもわ

かるね。）ニの情報は推；11陥はいってるから100%信用されると

ちょいとキピシイ。だからもし問躍ってたらゴメンね。

待機させてる兵隊の隊長を誰にしますか、義経に行かせる→P14へ 弁慶に行かせる→p20へ
10 



あ
の
平
和
に

な
っ
た

星
で
今
ご
ろ

何
か
起
き
た
ん

だ
ろ
う
？

S
O
S
発
信
地
は
F

パ
ケ
ッ
ト
足

景i育の動きが純くなった。そこで今残っている兵だけでも集め、一勢に景清に切りつけた。景清は崩れ落ちた。→ p21へ
11 



景，膏の破竹の進撃に兵達は恐れおののき、先に逃げだしていて、残るは自分一人だった→ p8へ
12 



し
っ
か
り

し
ろ

ど、っ
v
し
た
？
・

何
が

あ

っ
た
ん
だ
け

rr
t
 

＼ 
＼ d

 

オ、オ
ク
テ
イ

族
が

地
下
要
塞
入
口

景清は見事によけると一気に切りつけた／ → P23へ
13 



判
b

’司，
A
J
A

円，Aq

さこ
れ
を

き
ず
け
よ
う

思
う
ぞ
ん
ぶ
ん

闘
っ
て
く
だ
さ
れ

わ
し
ら
の
英
知
の
全
て
を

注
い
だ
爆
突
機
銃
艇
じ
ゃ

14 
頼朝と普段から今ひとつしっくりいっていない義経が、いきなりの裏切りに出た／ 景滑に協力したようだ→ p8へ



ゲームの感覚は前作パラデュー

クのイメージだ。検スクロール

のシューティングゲームという

点がまず異なり、その密度はち

ょっと濃いぞ。まずひと目て喫tがっしこの機銃艇。このままでも

充分強力だけど、カプセルのアイテムて’さらにパワーアップできる

んだ。もしニの機銃鐙がやられてもパイロットは生きてるから、ゲ

ームはどんどん進むぞH それともうひとつ大きく変わった所、そ

れはルーレット面があること。これは、ボス菌をクリアした時と、

コンテイニューする時に出てくるんだ。そしてニのルーレットで当

たったアイテムが次の面では使えるってわけ。ゲームオーバーして

くやしい時に、こんなサービスはおいしいよな。よし、もう一回／

医羽 敵キャラリストj的 L一一一」
性格

ただのやられ,j~

ヨコ方向から攻撃してくる

こうらか硬い

タマをたくさんうってくる

上下にタマをうってくる

ウニダマをたくさんうってくる

型車気を吐く

バウンドして襲ってくる

基本的に死なない

天井や地面にはりついている

突然出現しB方向にタ？をうつ

乱数て動き回る

15 琵琶法師の情報で、景，膏が真近まで来たらしい。

Im主宰~理 N G読者にそっと爆突機銃

健のマル樹官報を教えちゃ

おう。ゲーム中にパケット

の目玉を集めると何かいい

事があるよ。それにクイズ

のコーナーもあるから、正

解のわかった人はNGに送

ってね。それに5万点でエ

クステンドになるよ。あと

は、タイミングょくすりぬ

けてゲームクリアしてね。

ゃったね／ 得点付の敵キャラリストだ。これがあればもっと効率

よく、爆笑機銃経て攻められるよな／ がんばってくれよ～／

性格

ウニ弾をやたらに吐いてくる

開いている時でないと

弾力ぜあたらない

100 l正面からでは倒せない

200 ｜号｜き返すときにタマをうつ

100 ｜クランカーの子供

やられ強い。ときどき

タマをうつ

100 I 一定の位置て’バウンド
している

100 1 上下に動きながら
弾をうって〈る

200 3匹 1組て’やってくる

300 
やられ強〈下から

とびついてくる

パケットのように見えるが

実は敵

フツーのオクテイ

さて頼朝はさらに兵を集める→P12へ とりあえず逃げる→p22へ 妖カを畜えて待つ→P19へ



遊
び
を
ク
リ
エ
イ
ト
す
る
元
信
刷
新
聞

＝＝察
内〈〈
A
E
R
膝
烹
祭
E
＝一霊俳昨比宗
、、山
一富

山
仰

圃

『

’

寸

E
，
』

蜘
i

一

一

・

引山山

…wm
－1

．J
h
仁

一一
一
品
二

一仁
一

隅

処

F
’
u
v
d
v

’E
E
t
M
I
l
l－
－

i
凶

附
薗

似
日
々
の
中
で
感
動
し
た
こ
と
や

畑

加
笑
っ
た
こ
と
、
悩
ん
で
い
る
こ
限

努
と
、
み
ん
な
に
話
し
ち
ゃ
お
う
酬

到
剤
、
墓
限
除
－
SM
S、＼事
澗
＝
＝
震
交〈
A
E

一

元気新聞

な
い
ん
で
す
か
。
ど
ー
し
て
言
わ
せ
て

く
れ
な
い
ん
で
す
か
。

松
山
三
越
常
連

G
M
S

オ
ヤ
ジ
ま
じ
め
く
さ
っ
た
文
章
を
書

け
な
ん
て
誰
．
か
い
っ
た
？
パ
カ
い
っ

て
ん
じ
ゃ
ね
え
。
要
は
中
味
だ
／
そ

れ
か
ら
W
H
A
T
S－
が
N
G
の
す
べ

て
の
わ
け
ね
え
だ
ろ
う
が
。

s子
W
H
A
T
S－
は
竹
の
節
の
よ

う
な
も
の
。
節
が
あ
る
か
ら
次
に
グ
ー

ン
と
成
長
す
る
の
。
強
く
も
な
る
し
ね
。

で
も
、
節
に
止
ま
っ
て
ち
ゃ
ダ
メ
。
こ
れ
、

N
G
読
者
の
傾
向
な
ん
だ
け
ど
、
誰
か

が
何
か
を
い
う
と
、
み
ん
な
そ
れ
に
走

っ
ち
ゃ
う
。
み
ん
な
W
H
A
T
S
－
を

ひ
き
ず
り
す
ぎ
。
別
に
い
い
け
ど
、
も

っ
と
脳
天
気
な
お
た
よ
り
も
ち
ょ
う
だ

い
よ
ね
。
今
後
に
期
待
し
て
オ
ヤ
ジ
杯

き
ょ
l
体
の
置
き
方
も
考
え
て
・

．． 

僕
の
家
の
近
く
に
、
小
さ
な
ゲ
｜
セ

ン
が
あ
る
が
、
そ
こ
の
経
営
者
の
お
ば

さ
ん
は
、
僅
体
の
置
き
方
を
考
え
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
上
の
図
を
見
て
も
わ

か
る
よ
う
に
、
フ
ア
ミ
ス
タ
が
じ
ゃ
ま

で
ト
イ
レ
の
ド
ア
が
半
分
し
か
あ
か
な

い
。
ド
ラ
ス
ピ
と
パ
ッ
ク
マ
ニ
ア
の
聞

に
な
ぜ
か
、
モ
ト
ス
が
は
い
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
、
パ

ッ
ク
マ
ニ
ア
は
せ
っ
か
く

2
人
用
が
で
き
る
の
に
、
ト
イ
レ
が
じ

ゃ
ま
で
2
人
用
が
で
き
な
い
。
お
ば
さ

ん
、
も
っ
と
置
き
方
考
え
て
よ
／

埼
玉
県

石
井

順

パ
ベ
確
か
に
、
こ
れ
は
ひ
ど
い
パ
ベ
。

み
ん
な
、
い
い
ア
イ
デ
ア
教
え
て
よ
1

ん
。
パ
ベ
が
お
ば
さ
ん
に
伝
え
る
パ
ベ
。

S
子
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
／
・
左
の

広
告
の
文
、
読
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
？

本
当
は
、
こ
ん
な
の
送
る
の
イ
ヤ
だ
っ

た
け
だ
け
ど
、

s子
さ
ん
が
特
別
出
演

し
て
い
る
様
な
の
で
送
っ
て
し
ま
っ
た

の
だ
あ
／
な
か
な
か
意
味
深
な
文
で

す
ね
え
l
。
こ
ん
な
文
に
名
前
を
入
れ

ら
れ
て
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
す
か
？

（
週
刊
サ
ン
デ
ー
幻
号
か
ら
抜
粋
）

と
ー
ち
ゃ
ん
＆
ポ
デ
ピ
ー
よ
り

S
子

キ

ャ
1
1
1
1
1ツ
／
や
め
て
、

や
め
て
、
や
め
て
よ
お
1
1
1
1。
や
め

て
っ
た
ら
あ

1
ん
。
イ
ヤ
ン
、
パ
カ
／

S
子
除
草
霧
V
男
が
大
婚
V
？

$aん
だ
、

S
平
為
、
ん
に
も
ボ

ー
イ
ワ
レ
、
ν
ド

νた
ん
だ
ね
。

ひ
ょ
っ
と
し
T
、
m
？
？
？

eNGS月号のチャレンジマンのページの日本地図は、岩手県と宮城県が合併しています。ずいぶん広い岩手県です。これはうれしい。
それから、口ケネットの p24のS子は、はっきりいってブキミです。でも、萩の月は、本当においしい／（盛岡市盛田 賢一）

16 

い
い
の
よ
、
毛
深
く
っ
た
っ
て
。
愛
さ

え
あ
れ
ば
、
な
ん
と
か
な
る
わ
っ
・

だ
か
ら
、
お
願
い
だ
か
ら
、
パ
ン
ツ

一
枚
で
鏡
の
前
に
立
つ
よ
う
な
こ
と
は

や
め
て
／

S
子
は
、
そ
の
無
神
経
さ

の
ほ
う
が
心
問
あ
あ
1
、
そ
れ
が
、

日
本
男
児
の
す
る
こ
と

7
あ
ら
？

外
人
さ
ん
な
の
。
外
人
さ
ん
で
も
パ
ン

ツ
一
枚
は
、
は
し
た
な
い
わ
よ
。

パ
ベ
て
つ
が
、
ア
ン
メ
ル
ツ
を
ぬ
っ

て
す
ね
毛
が
抜
け
た
っ
て
得
意
に
な
っ

て
た
け
ど
、
そ
ん
な
こ
と
自
慢
す
る
パ

ベ
の
神
経
は
、
も
っ
と
オ
タ
ン
コ
／



て
、
コ
イ
ル
で
さ
ら

に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し

て
い
る
や
つ
が
あ
っ

た
ん
で
す
。
そ
れ
を

ケ
ー
ス
に
入
れ
て
、

．
電
極
を
つ
け
て
イ
タ

ズ
ラ
専
用
に
作
っ
た

の
で
し

pz
今
の
や

つ
で
も
少
し
弱
い
け

ど
、
で
き
る
か
も
し

れ
ん
な
あ
。
で
も
、

心
臓
の
弱
い
人
や
老

人
な
ど
に
は
ヤ
メ
た

ほ
う
．か
い
い
よ
。
ホ

ン
卜
に
死
ん
じ
ゃ
う

か
も
し
れ
な
い
か
ら
さ
。

（Q
ジ）

暮
ら
し
の
中
で
、
人
や
物
の
ス
キ
や

ス
キ
マ
を
み
つ
け
て
、
相
像
力
を
働
か

せ
ば
準
備
や
機
械
が
な
く
っ
て
も
、
イ

タ
ズ
ラ
は
い
く
ら
で
も
で
き
る
ん
だ
ヨ

1
ン
。

（
小
町
）

－aa元
気
座
懇
話
、

N
Gの
中
で

F
u
h
い
ち
ば
ん
大
好
き
。
僕
は
H
A
歳

と
い
？
立
場
L
み
て
、
人
生
の
ヰ
輩
の

話
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

こ
ん
な
タ
メ
に
な
る
話
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
ね
。

元気新聞

－a
a
N
G
7月
号
の

JE
章
受
F

F
Uは
、
も
ん
く
な
く
笑
・
え
ま
し
え

あ
ん
な
人
達
を
社
員
に
し
て
い
る
ナ
ム

コ
が
好
き
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
あ
の
3

人
の
ゲ
l
ム
の
腕
は

E
う
な
の
で
し
ょ

う

か

？

横

浜

市

問

中

誠

司

・
・
圃
俺
は
、
ビ
デ
オ
ゲ
l
ム
は
キ
ラ

．
，
．
イ
だ
。
ヘ
タ
だ
か
ら
・
：。

イ
ン

テ
リ
な
俺
は
知
的
な
ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
が

大
好
き
な
の
さ
。

（
小
町
）

’aa一
万
ボ
ル
ト
で
感
電
す
る
機
械

F
u
hの
作
り
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

チ
ョ
ー
ク
を
焼
く
と
ポ
ロ
ポ
ロ
に
な
る

と
い
う
の
は
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま

し
た
よ
。
A
－
昨
は
や
ろ
っ
と
（
オ
イ
オ
イ

f
）
（
世
田
谷
区
大
西
勧
人
）

．
．
．
 電
子
ラ
イ
タ
ー
の
中
に
着
火
装

E
E副
責
か
あ
る
で
し
ょ
？
あ
れ
で

す
。
昔
の
ラ
イ
タ
ー
の
中
に
入
っ
て
い

る
や
つ
は
、
今
の
も
の
よ
り
大
き
く
つ

4
9
M
 

J
M
鴻qhm 

札
幌
市
松
僑
良
幸

・
・
圃
俺
も
北
海
道
の
出
身
だ
。
君
も

’E・早
く
、
東
京
に
修
業
に
来
な
さ

い
。
東
京
に
は
自
然
が
な
い
、
人
間
か

冷
た
い
、
と
い
う
の
は
み
ん
な
ウ
ソ
だ
。

東
京
は
、
元
気
な
街
だ
よ
。

（
小
町
）

「
た
め
に
な
る
話
で
し
た
」
な
ん
て

い
わ
れ
る
と
赤
く
な
っ
ち
ゃ
う
ね
。
確

か
に
、
今
の
時
代
、
た
い
へ
ん
や
か
ま

し
い
世
の
中
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
イ
タ

ズ
ラ
も
見
つ
か
れ
ば
大
犯
罪
。
ま
っ
た

く
や
り
に
く
い
世
の
中
だ
ね
。
で
も
、

子
供
の
頃
は
思
い
つ
き
り
、
イ
タ
ズ
ラ

し
て
お
い
た
ぼ
う
，か
い
い
ぜ
。
僕
の
悪

友
達
で
も
、
子
供
の
頃
、
イ
タ
ズ
ラ
の

天
才
と
呼
ば
れ
た
呪
か
今
、
社
会
で
大

活
躍
し
て
い
る
。
パ
ン
パ
ン
、
イ
タ
ズ

ラ
を
し
て
、
親
や
先
生
に
、
ド
ン
ド
ン
、

怒
ら
れ
な
さ
い
。
今
の
う
ち
に
怒
ら
れ

て
お
く
と
、
ぞ
れ
が
将
来
、
多
い
に
役

に
た
つ
ん
だ
よ
。

（
龍
馬
）

’aa最
近
、

W
H
A
T
S
N
A
M

，E
・

c
oて
J
F」
と
い
う
言
葉
を
よ

く
聞
き
ま
す
が
、
元
気
座
談
会
の
3
人

に
、
「
夢
」
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
た

い
の
で
す
が
。

広
島
市
高
山
涼
チ

．
．
．
 東
京
ド
l
ム
で
、
俺
の
バ
ン
ド

F
F圃
の
町
川
2
vが
川
日
連
続
コ
ン
サ

ー
ト
を
や
り
、
そ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
映
画
で
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
も
と
っ
ち
ゃ

う

／

（

小

町

）

死
ん
じ
ゃ
う
と
、
世
の
中
か
ら
い
な

く
な
り
そ
ん
な
人
が
い
た
っ
て
い
う
事

も
忘
れ
ら
れ
ち
ゃ
う
で
し
ょ
。
そ
ん
な

風
に
な
り
た
く
な
い
か
ら
、
み
ん
な
の

心
の
中
に
、
俺
が
生
き
て
い
た
証
み
た

い
な
物
を
、
事
を
、
記
憶
を
、
地
球
に

世
の
中
に
残
し
た
い
。
ぞ
れ
が
何
な
の

か
は
、
ま
だ
わ
か
ら
な
い
け
ど
。
そ
れ

を
今
、
探
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
な
。
そ

う
し
な
き
ゃ
、
死
ぬ
ま
で
、
生
き
て
い

る
だ
け
で
、
意
味
が
な
い
と
思
、
つ
ん
だ
。

（

Q
ジ）

"'" f ..，.，，－.......、，....， T／戸

. ,.i- I N、
_,. l柏 、

三宣明』

一－:i;l炉 l= 

ラ
ジ
ア
メ
通
信
＠

一
日
野
村
箔
ベ
l
ン
園
多
摩

ど
こ
の
ビ
ッ
ダ
ス
タ
ー
か
来
日
し
た
の

か
と
思
っ
た
ら
、
ふ
れ
キ
ャ
ン
だ
っ
た

毎
年
、
ク
レ
イ
ト
に
な
っ
て
い
く
ね
f

お
帰
り
な
さ
い
。
一
年
ぶ
り
の
ふ
れ

キ
ヤ
ン
東
京
公
演
が
は
じ
ま
っ
た
の
だ

っ
た
。
や
っ
ぱ
り
地
元
は
い
い
ね
。

決
し
て
広
い
と
は
い
え
な
い
会
渇
に

6
0
0人
以
上
の
熱
気
が
充
満
し
た
。

ひ
ろ
み
さ
ん
の
質
問
に
、
こ
ぶ
し
を

突
き
上
げ
、
ハ
チ
ヤ
メ
チ
ヤ
元
気
に
こ

た
え
る
リ
ス
ナ
ー
た
ち
。
時
金
管
経
て
、

ラ
ジ
ア
メ
ふ
れ
愛
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
鮮

は
確
実
に
深
ま
っ
て
き
て
い
る
。

階
段
を
か
け
登
り
、
息
を
は
ず
ま
せ

な
が
ら
会
場
に
か
け
つ
け
る
リ
ス
ナ
ー

た
ち
。
な
ん
だ
か
、
い
つ
も
と
違
う
／

「
み
ん
な
、
元
気
だ
っ
た
あ

l
？」

ひ
ろ
み
さ
ん
の
声
も
、
い
つ
も
に
も
増

し
て
は
ず
ん
で
い
る
。
鶴
間
さ
ん
の
笑

顔
に
も
ゆ
と
り
が
感

じ
ら
れ
る
・
・
・
：
・
：
・。

匂.
26 • 15～26:45 

24:00～24:30 

21 :00～21 :30 

24:00～24:30 

22: 15~ 22 •45 
22:00～22:30 

24: 10～24:40 

23:30～24:00 

23:30-24:00 

21 :30～22:00 

23:00～23:3日

占画
東海ラジオ日

平撤山放送土

ラYオ大飯田

中国放送日

西日本放送日

南海 放送日

R K B毎日日

熊本放送日

宮崎放送土

長崎放送日

山形放送土

・・圃・幽白24:00-24:30 

22:30～23:00 

22:00～22:30 

23:00-23:30 

24:30～ 25:00 

23:30～ 24:00 

24:00-24:30 

22.30～23:00 

22:00～ 22.30 

22:00-22:30 

~t;鉱車紋送日

青森放送日

東北放送日

茨城赦送月

TB Sラジオ日

新潟放送土

信越放送土

北日率教送土

静岡放送日

山陰搬送日
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「
ら
「
ら
「
ら
「
キ
ャ

l
地
震
だ
あ
1
1
1」
亀

山

S
子
は
ガ
パ
っ

t
は
ね
起
き
た
。

S
子
の
怖
い
V

も
の
リ
ス
【

ト
は
、
へ
ピ
、
ト
カ
ゲ
、
ヤ
カ
ン
オ
ヤ
ジ
に
ハ
ゲ
オ
ヤ
ジ
、

a

地
面
円
キ
ン
カ
ン
な
の
で
あ
る
。
（
決
し
て
こ
の
オ
ヤ
ジ
と

V

は
N
G編
位
答
品
の
オ
ヤ
ジ
の
こ
と
で
は
な
い
｜
｜
ι

）

ロ

「
辿
渓
だ
あ
1
ウ
ワ
l
ン
。
怖
い
よ
1
。
ウ
ェ

l
ン
J

a

な
ど

t叫
ん
で
い
る
が
、
端
か
ら
見
れ
ば
彼
K
の
ほ
う
が
、
温

も
っ
と
怖
い
の
で
あ
る
。
と
っ
く
に
埠
渓
は
止
ま
っ
て
い
配

る
の
に
、
彼
女
は
叫
ぴ
同
り
、
ま
わ
り
の
物
を
け
と
ば
し
、
へ

どっ、高
C
e

－
－
－
。
そ
う
、
彼
女
は
プ
ッ
ツ
ン
し
た
の
で
あ
る
。
－

彼
女
を
見
た
ら
、
キ
ン
グ
ギ
ド
ラ
も
ザ
ウ
エ
ル
も
は
だ
し

V

で
逃
げ
出
す
、
で
し
ょ
う
。
突
知
、

S
Fは
真
上
に
ジ
ャ
ン

d

プ
し
て
．
一
服
を
ぶ
つ
け
た
。
そ
し
て
、
気
を
失
っ
た
。
，

．
z
 

邑，

「う
l
ん
、
ま
ぶ
し
い
、
削
判
か
／
」

5
r
rは
目
を
附
け
た
。

V

体
に
力
が
入
ら
な
い
。
や
っ
と
筒
を
あ
げ
て
周
り
を
兄
波
．

す
。
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
だ
。
一
政
に
伐
る
奥
織
な
感
じ
・
・
－

1フ
ッ
ツ
ン
し
た
ん
だ
な
あ
。
」
と
つ
ぶ
や
い
て
み
る
。
体

4

が
痛
む
。
な
ん

t
か
立
ち
上
が
っ
た
。
憐
れ
な
気
持
ち
で
、

W

自
分
の
部
屈
を
見
る
。
プ
ッ
ツ
ン
す
る
と
そ
の
前
の
記
憶
」

が
な
く
な
る
の
だ
。
ヨ
ロ
ヨ
ロ
歩
い
て
い
っ
て
テ
レ
ビ
を
川

つ
け
る
。
「
今
侠
未
明
、
大
変
大
き
な
島
袋
が
あ
り
ま
し

r

た
。
持
政
地
は
｜
｜

i
J
s
fは
、
島
民
と
聞
い
て
血
の
川

公
が
引
〈
の
が
分
か
っ
た
。
プ
ッ
ツ
ン
し
た
わ
け
も
わ
か

M

っ
た
。
時
計
に
目
を
や
る
。

7
時

何

分

。

．

「－A
F

！
ん
．

6
分

な

の

」

，

士

戸

で

つ

ぶ

や

い

ベ

ら

CHALLENGE 
MAN 
’88 

そ
ん
な
あ
な
た
へ

※

5
・6
月
号
の
反
響
に
応
え
て
、

C
・M
g号
の
書
い
た
小
説
の
続
き
を
紹
介
す
る
よ
／

「
λ
、
も
う
5
分
な
の
？
」

a
「
オ
タ
ン
コ
、
カ
ヘ
チ
ン
ド
ン
ヤ
の
ク
ソ
オ
ヤ
ジ

A

チ
ャ
ン
騒
ぎ
。
い
つ
も
の
彼
ら
の
宴
会
に
な

け
を
こ
す
っ
て
も
う
度
比
え
や
っ
ぱ
り
何
分
。

F

「
パ
ベ

・
パ

ベ

・

パ

ベ

リ

ン

チ

ョ

。

」

」

邑

そ

し

て

げ

時

、

μ
2時
間
に
な
っ
た
も
ウ
ニ
は
「
パ
イ

「
ウ
ワ
｜
｜
ヘ
遅
刻
す
る
1
。
ォ
ヤ
ジ
に

E
な
ら
れ
る
J

・
な
ど
の
一
F

同
業
が
飛
び
か
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
中
で
終
止
符

A

パ
イ
」
と
笑
い
な
が
ら
主
長
必
漂
わ
せ
つ
つ
去
っ
て
い

っ

と
い
1
7
ゃ
、
「
じ
ゃ
向
、
じ
ゃ
の
部
厄
か
ら
パ
ッ
ク
と
ア
ン
配
を
打
っ
た
の
が
、
第
－
一
括
で
あ
り
な
が
ら
、
ナ
ム
コ
で
。

V

た
。
そ
の
顔
は
、
忘
れ
か
け
て
い
た
、
ま
だ

s
fが
少
k

ケ
l
ト
の
人
っ
た
紙
袋
を
紛
い
上
げ
、
す
ご
い
勢
い
で
－
家
門
書
権
h
H
を
一
つ
入
、
そ
の
%
も
中
村
社
長
だ
っ
た
。

d

だ
っ
た
凶
刷
、
近
く
の
少
年
が
引
っ
越
す
時
に
見
せ
た
顔
に

を
出
た
。
テ
ー
ブ
ル
の
上
の
ジ
ャ
ム
パ
ン
を
日
に
つ
ア
』
圃
な
ぜ
、
社
長
が
本
社
で
は
な
に
凶
暴
本
本
部
ピ
ル
に
い
’
似
て
い
た
。
（
ウ
ニ
さ
ん
に
対
し
て
の
イ
ヤ
ミ
で
は
な
と

ん
で
・
：
。
純
生
全
に
つ
い
た
の
は
9
時
、
さ
す
が
に
、

a
る
か
と
い
う
と
実
は
、
編
集
宅
の
隣
の
オ
フ
ィ
ス
て
、
ベ
闘
ウ
ニ
が
州
り
、

i
人
は
編
集
｛
モ
に
民
っ
た
。
少
し
し
て
、

，

H
二
度
の
フ
ッ
ツ
ン
は
体
に
こ
た
え
て
必
れ
な
か
っ
た
，

O
タ
ン
と
O
波
新
聞
と
日
本
ソ
O
ト
パ
ン
ク
の
そ
れ
ぞ
れ
「
「
き
あ
、
ウ
ニ
は
、
ア
イ
ツ
は
：
。
ア
イ
ツ
な
り
に
が
ん

の
だ
。
（
お
ま
け
に
駅
前
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ス
ナ
y
ク
か
ら

M

の
社
長

t
、
た
だ
の
品
に
み
せ
か
け
て
密
談
し
て
い
た
の
．
ば
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
三
俺
た
ち
も
ア
イ
ツ
仁
氏
け
な
い

い
い
に
お
い
が
流
れ
て
き
て
、
何
度
L

立
ち
止
ま
っ
た
か
。

ι吊
だ
。
｛
こ
れ
じ
ゃ
、
や
っ
て
る
こ

tが
ス
タ
さ
ん
Q
シ
氏
と
山
〈
ら
い
が
ん
ば
ろ
フ
ぜ
J

働
き
ざ
か
り
に
ジ
ャ
ム
バ
ン
一
個
と
い
う
の
で
は
、
さ
す

P

同
じ
で
あ
る
。）

凶
と
オ
ヤ
ジ
が
静
か
に

J

↓
川
っ
た
。
（
こ
の
時
の
オ
ヤ
ジ
の
顔
は

が
に
無

m
Fし

が
ま
ん
で
き
な
く
て
、
立
ち
食
い
頃
い
つ
も
な
が
b
・
？
に
ら
め
っ
ニ
の
智

i
m
yブ

か
っ
た
。
）
み
な
、
無
パ
で
う
な
ず
き
、
机
に
向
った。

コ
ッ
ペ
パ
ン
や
み
比
べ
た
の
が
ま
ず
か
っ
た
な
あ
3
1
J

U』
と
て
も
思
え
な
い
ほ
ど
う
る
さ
い
。
今
日
は
特
に
、

t
て

川

そ

の

後

、

A
ー
ま
で
の
遅
れ
を
取
り
泌
す
た
め
、
み
ん
な

だ
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
遅
刻
な
の
で
あ
る
。
お
ま
け
に
こ
う

a
も
聞
い
て
い
ら
れ
な
ど
長
業
か
、
ピ
ユ
ン
ピ
ュ
ン
、
ド
カ
白
よ
く
が
ん
ば
っ
十
、
。
1
1
1
1
W時。
S
Fが
い
を
聞
い
十
、

い
う
日
に
限
っ
て
、
遅
刻
年
間
2
9
9
日
と
い
う
、
中
村
，
ン
ド
カ
ン
埼
ひ
か
っ
て
い
る
。
隣
の
社
長
た
ち
も
、
何
と
区
「
オ
ヤ
ン
、
チ
ヨ
ツ
と
開
発
部
ま
で
行
っ
て
く
る
ね
J

製
作
所
創
な
以
米
、
例
を
み
な
い
ワ
ー
ス
ト
記
録
を
持
つ

U
1
6附
っ
た
よ
う
な
あ
き
れ
た
顔
を
し
て
い
る
。
中

村

社

長

温

「

オ

l
ィ
。
じ
ゃ
あ
今
日
は
終
り
に
し
よ
う
ぜ
J

て
い
る
オ
ヤ
ジ
が
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

M

は

、

威

厳

と

迫

力

、

そ

し

て

大

声

で

、

，

と

オ

ヤ

ジ

が

2
H

う
や
台
や
、
純
生
主
に
は
S
F
e人
だ
。

「S
F君
、
ち
ょ
っ
と
こ
っ
ち
へ
米
た
ま
・
正
。
」
河
「
お
ま
え
ら
．
こ
こ
を
E
こ
だ
と
思
っ
て
い
る
。
会
社
だ
町
ト
ン
ト
ン

と
オ
ヤ
ジ
が
気
取
っ
て
い
っ
た
。

S
チ
は
お

t
な
し
〈
編

H

ぞ
／
・
会
社
。
少
し
は
ま
と
も
に
山
米
ん
の
か
？
厄
気

J

嗣
「
ハ

j
i
t－
－

i
イ
っ
、
ど
つ
な
た

3
ti
i
tヲ」

集

長

の

仇

の

前

に

い

っ

た

。

町

な

の

は

い

い

が

、

限

度

を

者

λ
ろ
。
全
〈
ガ
キ
じ
ゃ
あ
る
唱
聞
の
抜
け
た

Q
シ
氏
の
戸
が
聞
こ
え
た
。

「

5
4、
遅
刻
は
困
る
よ
遅
刻
は
：

J

a

ま
い
し
・
。
止
め
る
は
ず
の
要
長
長
に
た
っ
て
、

a

f
ジ
ィ
の
S
Fで
つ

i
i
l
i
l
i－
－

i
す
も
」

オ
ヤ
ジ
は
ひ
じ
か
け
っ
き
の
イ
ス
に
ふ
ん
ぞ
り
返
っ
て
、
伊
や
っ
て
て
ど
う
す
る
。
季
刊
の
頃
は
も
っ
と
し
っ
か
り
L

J

S

子
は
も
っ
と
脳
天
気
に
答
・
λ
た。

フ
ァ
イ
ル
を
机
の
k
に
ポ
ン
と
ほ
お
っ
て
三
っ
た
。

嘗
て
い
た
ぞ

J

a

「
や
、
よ
〈
き
て
く
れ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
持
っ
て
き
た
？
μ

そ
の
汚
い
方
、
態
度
に
S
チ
は
ム
ツ
と
し
て
、
‘
と
ま
っ
亦
な
断
聞
を
し
て
言
っ
た
。

そ

し

て

、

，

s
fは
た
子
を
み
せ
た
。
そ
こ
に
ス
タ
さ
ん
が
刑
切
れ
、

ァ

「
お
－
託
業
で
す
が
編
集
長
、
今
日
は
私
、
た
ま
た
ま
遜
刻
調
「
ま
l
、
ち
ょ
っ
と
一f
円
い
す
ぎ

r、
。
が
ん
ば
っ
て
く
れ
。」

ha

ン
ケ
｜
ト
を
受
け
取
る
と
パ
ソ
コ
ン
の
万
へ
向
か
っ
た
。

し
ま
し
た
が
、
ォ
ヤ
ジ
は
ほ
と
ん
ど
毎
日
遅
刻
じ
ゃ
な
い
刊
と
少
し
げ
調
砂
柔
か
く
し
て
一一一円つ
十

、

，

「

オ

1
4
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
わ
っ
た
ぞ
。
き
て
リ
タ
ー
ン

で
す
か
。
た
ま
た
ま
早
〈
き
た
か
ら
k
い
っ
て
、
自
分
の
，

M

キ
ー
を
い
っ
し
ょ
に
お
そ
う
ぜ
、

Q
シ
J

こ
と
を
棚
に
上
げ
て
、
人
の
容
を
一
－
A
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
J

円

h
N
H
U
l
lリ
／

V

と
ス
タ
さ
ん
。

一一
人
は
子
を
継
ぎ
、
巾
止
引
を
出
し
て
、

と
キ
ッ
と
に
b
ん
だ
。
こ
れ
に
オ
ヤ
ジ
は
、
ヵ
ッ
と
し
て
、

a

＼
l
d
＼
戸

州
／
O
r

－

－

「

ハ

ァ
l
リ
ッ
タ
ー
ン
キ

j
i・
チ
ヨ
ン
」

目．

i

＼＼

づ
／

十

世

話
、／

ヴ
／

凶

ロ

「5
了
、
そ
れ
が
遅
刻
し
て
き
た
奴
の
号一
円う

7
2
7
J
’

円

、

「

Y

F
yJ
Yシ
ヘ

ご
‘
と
押
し
た
。
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
文
字
が
ザ
！
と
流
れ
る
。

や
や
こ
し
い
こ
と
に
パ
ベ
て
つ
が
績
か
ら
、
ぜ
ん
ぜ
ん
途

J

一一

点

一

／
A
J
p
r
uy
案

t．
＼

～

d

「
ミ
ス
；

i；
」

リ
仁
川
刈
切
れ
ね
れ
1

昨
夜
祭
令
z

m

g

～ぇ
汀
A
M
（へ
き

ひ
川

AT
－
－
い
れ
刊
が
仁
川
一
川
矧
げ
れ
句
。

い
こ
と
を
知
っ
て
先
に
帰
っ
た
パ
ベ
。
お
か
げ
で
ト
イ
開
今

一色

々

ど

一

引

き

ん

私

帰

る

わ

よ

」

レ
そ
う
じ
と
か
で
、
大
変
だ
っ
た
ん
パ
ベ
パ
ベ

J

U

i

i

刈
引
1
1
1
1＼
＼

ぽ

と

い

っ

た

。

Q
ン
氏
が
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
念
品
と
い

っ
て

「
て
め
ー
に
は
何
も
r
d
っ
て
ね

え
だ
ろ
、
ェ
、
パ
ベ
よ
J

a

凹

e

世
相

2
0川
の
コ
コ

O
シ
ガ
l
レ
ッ
ト
を
く
れ
た
。

「
そ
う
よ
、
あ
ん
た
は
ひ
っ
・
』
ん
で
な
さ
い
よ
J

F

L

三
人
は
、
三
位
最
も
出
せ
な
い
く
ら
い
‘
師
酬
が
こ
わ
ば
っ

町
（
ま
っ
た
く
、
な
ん
て
せ
こ
い
ん
だ
：
之

「
そ
う
は
い
か
ん
パ
ベ
。
咋
伎
の
恨
み
は
は
ら
す
パ
ベ
J

ヨ
て
い
た
。
草
リ
油
な
ら
、
こ
の
後
、
仲
間
割
れ
し
て
・
け
も

a
s
fは
会
社
を
山
山
た
。
夜
風
が
や
け
に
冷
た
か
っ
た
。

お
っ
と
、
パ
ベ
て
つ
が
珍
し
く
オ
ヤ
ジ
に
反
抗
し
て
い
る
。

Q

き
か
ず
、
勝
手
に
自
分
の
こ
と
を
始
め
る
の
だ
が
、
も
と
’
寝
不
足
の
、
ウ
サ
ギ
の
日
を
こ
す
り
な
が
ら
、

ウ

ニ

が

た

ま

り

か

ね

て

、

町

も

と

気

の

い

ど

え

あ

っ

と

い

う

聞

に

出

り

し

べ

札

tの
に
｜

｜

ん
じ
ん
、
存
な
の
に
｜
｜
ら
、

「
ア
ン
タ
ラ
、
い
い
加
減
に
し
な
さ
い
よ
。
ガ
キ
じ
ゃ
あ
．
そ
し
て
昏
係
み
。

4
人
は
会
社
を
山
山
て
い
っ

r、
。
目
的

E
E

な
で
i
ぇ
、
こ
ん
な
に
さ
つぷ
い
の
I
l
－
－
り
た
ま
っ。」

る
ま
心
し
、
オ
ヤ
ジ
、
昨
日
は
橋
の
下
に
寝
て
て
、
朝
方
慣
は
、
「
ウ
ニ
二
世
の
誕
生
を
喜
び
、
そ
し
て
ウ
ニ
さ
ん
に
会

d

L
持
叫
味
不
明
の
歌
を
歌
った。

寒
〈
て
、
早
く
起
き
た
だ
り
な
ん
で
し
ょ
。

S
F、
ど
う
問
え
な
く
な
る
な
ん
で
さ
み
し
い
わ
」

t
い
・
フ
サ
ヨ
ナ
ラ
会
対
正
点
、
胸
さ
わ
ぎ
が
す
る
の
だ
。
特
大
の
。
こ
ん
な
時
は
、

せ
島
民
て
プ
ッ
ツ
ン
コ
き
て
、
の
び
て
た
ん
で
し
ょ
。
パ
圃
を
開
〈
た
め
だ
。
早
い
活
が
今
日
を
も
っ
て
、
ウ
ニ
は
パ
町
自
分
の
身
や
ま
わ
り
の
人
に
、
何
か
が
起
こ
る
前
ぶ
れ
な

べ
て
っ
、
あ
ん
た
は
、
オ
ヤ
ジ
に
頼
つ
れ
，
の
が
惑
い
。
」
司
イ
パ
ィ
。

二
世
一
を
き
ち
っ
と
生
ん
で
ね
。
と
こ
れ
だ
け
の

a
の
だ
。
不
安
を
ま
ぎ
ら
す
た
め
に
、
わ
ざ
と
明
る
く
欣
つ

『

う

っ

、

痛

い

と

こ

ろ

を

つ

か

れ

た

』

臥

こ
tで
あ
る
。
場
所
は
近
〈
の
つ
ば
さ
予
約
だ
か
ら
畳
酌
べ

A
V
U
は

令

官
。
明
日
は
休
み
。
や
る
事
そ
う
じ
。

t
三
人
は
思
っ
た
。
が
、
強
気
の
三
人
。
そ
の
後
－
小

一

．
も
や
っ
て
る
）
社
長
に
こ
の
会
の
泊
可
を
も
ら
っ

rJ昨
に
、

阻
つ
か
れ
た
。
明
日
は
、
ず
ー
っ
よ
筏
て
い
よ
う
。

時
間
た
っ
た
が
、
三
人
は
ま
だ
言
い
争
っ
て
い
た
。

F

「
ア
ル
コ
ー
ル
は
な
し
だ
ぞ
。
ま
だ
仕
唱
中
だ
か
ら
な
。
」
い
町
時
い
な
あ
l
。
恋
人
で
も
い
れ
ば
な
あ
な
ど
と
思
っ
た
。

「タ
コ
、
ポ
ケ
、
マ
ヌ
ケ
の
ス
ッ
卜
コ
ド
ッ
コ
イ
／
」

d

t
い
わ
れ
た
の
に
も
う
飲
ん
で
い
る
。
し
ま
い
に
は
ド
ン
四
そ
し
て
S
Fは
都
会
の
冷
た
い
光
の
中
に
姿
を
消
し
た
。

※

誌

面

の

都

合

で

一

部

省

略

し

た

の

。

お

も

し

ろ

さ

が

半

減

し

た

っ

て

つ

・

許

し

て

ぇ

l
。
（

S
子）

駁縫r•翁滋儲復滋怒沼m
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滑
に
会
う
ん
だ
っ
た
ら

と
り
あ
え
ず
は

鎌
倉
だ
ろ
う
な

何
や
ら
ナ
ム
コ

ッ
ト
で
新
し
い
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ゲ
l
ム
が
出
る
と
聞
い
て
、
む

O
N
さ
ん
の
と
こ
ろ

へ
さ
っ
そ
く
油
砂
売
り
に
行
っ
て
み
た
。

「
い
や
あ
、
実
は
そ
う
な
ん
だ
よ
。『
え
り
か
と
き
と

る
の
夢
回
日
険
』
っ
て
言
っ
て
ね
、

2
人
同
時
に
プ
レ

イ
で
き
る
ん
だ
。
双
子
の
サ
ト
ル
と
エ
リ
カ
を
そ
れ

ぞ
れ
が
操
作
し
て
ゲ
l
ム
を
進
行
さ
せ
て
い
〈
っ
て

わ
け
。
も
ち
ろ
ん

一
人
で
も
パ
ッ
チ
リ
プ
レ
イ
で
き

る
か
ら
ね
。

」

あ
、
え
り
か
つ
て
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
ウ
ニ
さ
ん

の
子
供
の
え
り
か
ち
ゃ
ん
か
ら
・
．

「あ
l
偶
然
だ
ね
。
で
も
多
分
違
う
と
回
心
う
よ
。
そ

れ
で
ゲ

1
ム
の
方
な
ん
だ
け

E
ね
・
・
。

」

何
だ
か
話
が
強
引
で
す
ね
。

「
お
っ
と
す
る

E
ぃ
。
ぃ
ゃ
あ
実
は
困
っ
た
こ
と
が

あ
っ
て
ね
。
こ
の
ゲ

1
ム
は
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
な
ん
だ
。
当
然
、
い
ろ
い
ろ
玄
所
に
行
っ
て
情
報

集
め
る
た
め
に
マ
ッ
プ
が
必
要
に
な
っ
て
〈
る
じ
ゃ

な
い
。
お
ま
け
に
こ
こ
の
マ
ッ
プ
が
結
構
、
い
り
く

ん
で
で
わ
か
り
に
〈
い
ん
だ
。
だ
か
ら
自
分
で
ゲ
ー

ム
を
解
い
て
て
も
結
構
、
時
間
を
く
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
。」

あ
れ
？
開
発
か
ら
全
体
マ
ッ
プ
を
も
ら
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
？

「
知
つ
て
の
通
り
、
今
度
、
フ
ァ
ミ
コ
ン
用
の
源
平

村
施
伝
が
出
る
で
し
ょ
。
そ
れ
で
乱
用
消
に
会
っ
た
ん

だ
け
ど
、
そ
の
時
に
間
違
っ
て
マ
ッ
プ
や
注
し
ち
ゃ

っ
た
ん
だ
。
な
、
マ
ッ
プ
を
返
し
て
も
ら
っ
て
来
て

〈
れ
よ
／
」

え
ー
っ

y
ち
ょ
っ
と
ま
っ
て
く
だ
さ
い
よ
、

「
は
ら
、
経
費
で
旅
行
が
で
き
る
よ
。
」

行
き
ま
し
ょ
う

y
と
い
う
わ
け
で
、
禁
治
傑
し

の
旅
に
出
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
R
M治
と
言

え
ば
、
や
っ
ぱ
り
鎌
合
を
め
ざ
し
て
る
か
ら
：
・
と
り

あ
・
え
ず
鎌
合
だ
な
。

鎌
合
駅
に
且
引
い
て
、
ふ
ら
ふ
ら
歩
〈
。
m
r
o
N
ち

ん
か
ら
も
ら
っ
た
、
フ
ァ
ミ
コ
ン
版
『
源
平
村
魔
伝
」

と
「
え
り
か
と
き
と
る
の
夢
げ
険
」
の
資
料
に
も
口
を

通
し
て
お
ニ
う
。
お
、
あ
そ
こ
に
源
平
茶
泌
が
あ
る
。

お
も
し
ろ
そ
う
だ
、

一
服
し
よ
う
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
、
何
に
し
ま
す
か
の
う
。
」

安
駄
渡
F
－
と
思
っ
た
が
似
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。

E
ん
な
名
物
が
あ
る
か
と
尋
ね
る
と
源
平
そ
ば
と
‘

う
答
え
が
帰
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
何
か
あ
る
。
と
り

あ
え
ず
こ
れ
を
頼
ん
で
お
こ
う
。
そ
れ
が
来
る
ま
で

さ
っ
き
の
資
料
を
と
：
・。

※
え
り
か
と
き
と
る
の
夢
冒
険

￥
4
、
9
0
0
9月
中
旬
発
売

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
用
カ
セ
ッ
ト

（
シ
ャ
ー
プ
C
1テ
レ
ビ
で
は
使
え
ま
せ
ん
）

・
ス
ト
ー
リ
ー
－

こ
れ
か
ら
の
ひ
と
と
き
、
あ
な
た
の
心
は
、

体
を
は
な
れ
て
・
・
・
。

双
児
の
え
り
か
と
き
と
る
は
、
夏
休
み
最
後

の
晩
に
庭
を
行
〈
人
間
の
か
っ
こ
を
し
た
猫
を

み
つ
け
て
後
を
つ
け
ま
し
た
。
野
原
ま
で
お
い

か
け
て
い
〈
ム
指
は
急
に

E
こ
か
へ
消
え
て
し

ま
い
、
そ
れ
と
同
時
に

E
こ
か
ら
と
も
な
く
不

思
議
な
声
が
聞
こ
え
て
〈
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
子
供
達
よ
、
君
た
ち
は
時
の
冠
の
カ
で
こ

の
不
思
議
な
図
へ
や
っ
て
き
た
。
本
当
の
幸
福

を
つ
か
め
る
時
の
か
ん
む
り
を
探
す
の
だ
。
二

人
は
ス
ツ
ポ
ロ
市
の
駅
に
つ
い
た
：
・。

え
り
か
と
さ
ど
る
の

夢
冒
険
ど
は

一
体
何
な
の
だ
？

な
る
ほ
ど
。
つ
ま
り
宝
物
を
探
せ
ば
い
い
ん
だ
な
。

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ゲ
l
ム
っ
て
言
え
ば
ナ
ム
コ
ッ
ト

じ
ゃ
「
さ
ん
ま
の
名
探
偵
」
以
来
だ
な
。
充
分
な
イ
ン

タ
ー
バ
ル
が
あ
る
か
ら
、
今
ま
で
畜
積
さ
れ
た
物
が

た
っ
ぷ
り
盛
り
込
ま
れ
た
ゲ
l
ム
に
な
っ
て
る
ん
だ

ろ
う
な
。

「
旅
の
お
方
、
少
々
よ
ろ
し
い
か
な
。
」

顔
を
レ
う
げ
る
と
、
そ
こ
に
は
虚
無
僧
が
立
っ
て
い
た
。

「
見
れ
ば
何
や
ら
夢
冒
険
に
つ
い
て
調
べ
ら
れ
て
る

様
子
。
実
は
私
、
え
り
か
と
き
と
る
が
時
の
冠
が
と

れ
る
よ
う
彩
に
ひ
な
た
に
走
り
回
っ
た
虚
無
俗
で
し

て
、
何
か
お
役
に
立
て
る
よ
う
で
し
た
な
ら
：。
」

こ
れ
は
：
。

N
G編
集
室
の
者
で
す
が
、
実
は
あ

の
ゲ
l
ム
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
た
所
な
ん
で

す
。
助
か
り
ま
す
。
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
。
お
願

い
し
ま
す
。

「
フ
ン
、
フ
ン
、
フ
ン
。
そ
れ
で
は
ま
ず
、
あ
の
2

人
が
迷
い
込
ん
だ
不
同
議
な
闘
に
つ
い
て
お
話
し
し

弁慶の攻撃は景清を苦しめた。しかし景清の捨て身の攻撃の前に弁慶は敗れた。最i膏はさらに進んできた。→P15へ



ま
し
ょ
う
。
街
の
岨
様
子
は
、
公
園
や
病
院
が
あ
っ
た

り
私
達
の
世
界
と
ま
っ
た
〈
同
じ
で
す
。
た
っ
た
ひ

と
つ
違
う
の
は
住
ん
で
い
る
の
が
ほ
と
ん

E
動
物
ば

か
り
な
の
で
す
。
良
〈
も
悪
〈
も
人
間
の
子
供
で
あ

る
だ
け
で
目
立
つ
の
で
、
い
ろ
い
ろ
注
意
を
払
わ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
誘
拐
し
て

E
こ
か
に
売
り
と
ば
そ

う
位
の
事
を
考
え
て
る
ヤ
ツ
だ
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

で
も
ほ
と
ん

E
の
人
は
親
切
な
人
ば
か
り
で
す
が
ね
。

で
す
か
ら
逆
に
こ
ち
ら
か
ら
も
親
切
に
し
て
あ
げ
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
そ
れ
か
ら
2
人
に
は
、
い
〈
っ

か
の
衡
に
出
掛
け
て
も
ら
う
ん
で
す
が
、
こ
の
衡
の

名
前
が
私
達
の
世
界
の
衡
に
よ
〈
似
て
い
て
、
そ
の

観
光
地
ま
で
同
じ
だ
と
い
う
の
は
、
何
や
ら
変
な
気

分
で
し
ょ
う
が
、
葉
通
生
所
で
す
か
ら
よ
〈
見
て
い

っ
て
く
だ
さ
い
。
次
に
ゲ
1
ム
の
進
め
方
で
す
が
、

碁
本
的
に
2
人
を
ベ
ア
に
し
た
形
で
移
動
し
た
方
が

情
報
が
も
ら
い
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
コ
ツ
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
ま
め
に
、
そ
し
て
基
礎
の
積
み

重
ね
で
し
ょ
う
。
意
外
な
は
y
丞
示
品
川
な
コ
マ
ン
ド

を
使
わ
な
い
ば
か
り
に
全
然
、
進
め
な
い
な
ん
て
こ

と
が
、
結
構
多
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
あ
せ
り

は
禁
物
で
す
か
ら
、
パ
ス
ワ
ー
ド
は
し
っ
か
り
メ
モ

し
て
お
〈
の
が
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
と
も
う
ひ
と

つ
忘
れ
て
ま
し
た
。
こ
の
国
の
動
物
達
は
な
ぜ
か
み

な
ク
イ
ズ
好
き
で
し
て
ね
、
こ
れ
そ
あ
な
E
る
と
と

ん
で
も
な
い
事
に
な
り
ま
す
よ
。
」

い
や
あ
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
辺

で
警
景
清
を
見
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

「
昨
日
、
ち
ょ
う

E
こ
こ
で
一
諸
に
源
平
そ
ぱ
秒
長

べ
た
よ
。
な
ん
で
も
魔
人
に
会
い
た
い
と
か
。
魔
人

は
お
そ
ら
〈
鎌
倉
山
だ
ろ
う
。
」

そ
う
か
、
鎌
倉
山
か
・
：
。

鎌
倉
山
の

魔
人
は
、
本
当
に

ひ
ま
じ
ん
な
の
か
？

春
は
き
っ
と
桜
が
美
し
い
の
だ
ろ
う
。
鎌
倉
山
は

見
事
な
桜
並
木
が
続
い
て
い
た
。
こ
こ
は
源
氏
が
挙

兵
前
に
気
勢
を
高
め
る
た
め
白
い
旗
を
振
っ
た
と
い

う
。
美
し
い
中
に
な
に
か
迫
力
砂
感
じ
る
。
と
、
そ

の
時
、
す
ご
い
地
ひ
び
き
が
。
地
震
か
と
回
仰
い
キ
ヨ

ロ
キ
ョ
ロ
す
る
L
臭
か
ら
魔
人
が
現
わ
れ
た
F
－

だ
が
、
自
分
の
中
に
あ
る
あ
の
恋
し
い
イ
メ
ー
ジ

な
か
っ
た
。
魔
人
は
た
だ
散
歩
を
し
て
い
る
よ
う

一
え
ず
阜
県
清
の
，
』
と
を
聞
い
て
み
よ
う
。

「
景
清
？
平
景
清
か
。
お
前
は
何
者
だ
？
平
家

の
手
の
者
か
？
ま
あ
い
い
。
ャ
ツ
に
は
昨
日
会
っ

た
ぞ
。
な
ん
で
も
今
度
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

版
の
源
平
討
魔
伝
が
出
る
ら
し
い
と
言
っ
て
お
っ
た
J

で
、
景
清
は
ど
こ
へ
？

「
ま
あ
、
あ
せ
る
な
。
お
前
は
源
平
討
魔
伝
を
知
っ

て
お
る
か
。
実
は
、
わ
し
も
出
て
る
ん
じ
ゃ
。
」

え
え
一
応
。
自
分
も
ナ
ム
コ
社
員
で
す
か
ら
。

「
そ
う
か
、
そ
れ
は
い
い
。
で
は
景
清
の
居
所
砂
教

え
て
や
る
か
ら
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
版
源

平
討
魔
伝
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
。

E
う
じ
ゃ
。
」

わ
か
っ
た
、
話
そ
う
。
（
ま
っ
た
く
困
っ
た
お
っ
さ

ん
だ
。
）
源
平
討
魔
伝
は
、
￥
4
、
9
0
0
で
9
月
上
旬

発
売
の
弔
走
だ
、

E
L姿
い
だ
ろ
う
？
ロ
ム
カ

セ
ッ
ト
の
他
に
、
メ
タ
ル
フ
ィ
ギ
ュ
ア
や
ゲ
l
ム
用

の
ポ
l
ド
ま
で
つ
い
て
こ
の
値
段
だ
ぞ
。
（
う
わ
あ
勢

い
あ
ま
っ
て
強
気
で
し
ゃ
べ
っ
て
し
ま
っ
た
。
）
業
務

用
の
物
と
は
ま
っ
た
〈
別
物
だ
L
考
え
て
〈
だ
さ
い
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ボ
l
ド
ゲ
l
ム
と
し
て
新
し
〈
生

ま
れ
か
わ
っ
た
物
で
す
か
ら
、
例
え
ば
0
0
0の
ゲ

ー
ム
の
イ
メ
ー
ジ
と
言
う
と
わ
か
り
や
す
い
ん
で
し

ょ
う
け

E
、
と
も
か
〈
今
ま
で
に
な
か
っ
た
タ
イ
プ

の
ゲ
l
ム
な
ん
で
、
説
明
が
難
し
い
で
す
ね
。
百
聞

は
一
見
に
し
か
ず
F
－
今
昨
尻
、
買
っ
て
ぜ
ひ
や
っ
て

く
だ
さ
い
よ
。

「
う
む
。
そ
れ
も
そ
う
だ
。
こ
の
ゲ
l
ム
は
幽
難
し
い

カ
？
・
」

ち
ょ
っ
と
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
ゲ
l
ム
風
の
所
が

あ
っ
て
頭
を
使
い
ま
す
け

E
、
小
中
学
生
で
も
で
き

る
レ
ベ
ル
で
す
よ
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
景
清
に
な
っ
て

壇
の
浦
か
ら
各
国
争
占
領
し
な
が
ら
鎌
倉
を
め
ざ
し

て
源
頼
朝
を
倒
し
ま
す
。
ま
た
、
一
国
づ
っ
占
領
し

な
が
ら
鎌
倉
へ
進
ん
で
も
い
い
の
で
す
が
ト
リ
イ
の

あ
る
国
で
は
別
の
ト
リ
イ
の
あ
る
国
に
ワ
ー
プ
す
る

事
が
可
能
で
す
。
こ
の
あ
た
り
は
双
六
感
覚
で
す
ね
。

「
そ
う
か
、
双
六
か
、
そ
れ
な
ら
、
わ
し
も
強
い
ぞ
。
」

そ
れ
か
ら
国
に
入
る
ご
と
に
お
み
く
じ
砂
引
い
て

そ
の
国
で
の
運
勢
を
決
め
た
り
と
、
や
れ
ば
ゃ
っ
た

だ
け
結
果
が
変
わ
り
ま
す
。
い
つ
も
強
い
ヤ
ツ
が
勝

っ
と
は
限
ら
な
い
ん
で
す
。
あ
の
そ
れ
で
景
清
・
：
。

「
忘
れ
て
い
た
。
ヤ
ツ
は
今
ご
ろ
鶴
岡
八
幡
宮
じ
ゃ
。

な
ん
で
も
ビ
デ
オ
の
織
影
と
か
言
っ
て
お
っ
た
ぞ
。
」

E
う
も
あ
り
が
と
う
。
い
よ
い
よ
、
め
ざ
す
は
鶴

岡
八
堕
呂
だ
。
し
か
し
、
警
景
清
も
ふ
ら
ふ
ら
し
て

い
る
ヤ
ツ
だ
な
、
本
当
に
今
度
こ
そ
は
見
つ
か
る
の

だ
ろ
う
か
・
・
・
・
・
・
。

君ニと頼朝は歴史の教科書通り、生きのびたのだった。わしは不滅じゃ／

て、本当にかい？

まずは生きのびれてよかったね。めでたしめでた



い
つ
め
た
り

到
景
清
f

ね
え
、
マ
ッ
プ
貸
し
て
？

鶴
岡
八
幡
宮
。
康
平
6
年（
1
0
6
3）
源
頼
義
が

京
都
石
清
水
八
幡
｛
旦
白
砂
今
の
一冗
八
幡
の
地
に
勧
請
し

て
由
比
若
宮
を
建
て
た
。
こ
れ
が
事
の
お
こ
り
で
あ

っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
治
承
4
年（
1
1
8
0）
頼
朝

が
小
林
郷
北
山
の
大
臣
山
々
麓
、
現
在
の
石
段
下
あ

た
り
に
移
し
て
鎌
倉
の
町
の
中
核
と
し
た
。
そ
し
て

建
久
2
年（
1
1
9
1）
に
火
事
で
焼
失
し
、
山
腹
に

建
て
な
お
し
た
。
氏
神
で
あ
る
た
め
源
氏
が
深
〈
信

仰
し
た
だ
け
で
な
〈
、
源
氏
滅
亡
後
も
武
士
た
ち
の

尊
崇
は
厚
か
っ
た
。
あ
は
は
は
、
ど
う
だ
勉
強
に
な

る
だ
ろ
う
？
そ
ん
な
事
は
ど
う
で
も
い
い
。
い
よ

い
よ
鶴
岡
八
噴
円
に
や
っ
て
来
た
の
だ
。
ト
リ
イ
を

向
け
る
と
太
鼓
橋
が
あ
る
。
こ
こ
を
中
央
に
し
て
右

が
源
氏
、
池
、
左
が
平
家
池
。
源
氏
池
に
は
白
い
ハ
ス

が
平
家
池
に
は
赤
い
ハ
ス
が
咲
〈
。
こ
れ
は
平
家
の

血
の
色
の
せ
い
だ
ろ
う
か
。
石
段
を
駆
け
上
が
る
。

自
の
前
に
表
わ
れ
る
若
符
殿
。
ど
こ
だ
景
清
F
－
姿

を
見
せ
ろ
F
－

「
フ
ハ
ハ
ハ
ハ
F
－

こ
の
景
清
を
探
し
て
い
る
と
い

う
の
は
そ
ち
か
？
い
っ
た
い
何
の
用
だ
。
サ
イ
ン

な
ら
忙
し
い
か
ら
、
ダ
メ
だ
ぞ
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ら

？不
l
ジ
ャ
ー
を
通
し
て
く
れ
F
・」

景
清
が
現
れ
た
。
イ
メ
ー
ジ
通
り
の
迫
力
は
あ
っ

た
、
が
、
少
々
下
世
話
な
ヤ
ツ
だ
っ
た
。
落
担
な
ど
し

て
い
ら
れ
な
い
。
早
く
？
ッ
プ
を
返
し
て
も
ら
は
な

く
て
は
。

「
何
？
え
り
か
と
さ
と
る
の
夢
冒
険
の
マ
ッ
プ
を

返
せ
と
な
？
そ
れ
は
で
き
ん

y
私
は
今
、
フ
ァ

ミ
コ
ン
版
源
平
討
魔
伝
の
発
売
や
、
ビ
デ
オ
版
源
平

討
魔
伝
の
製
作
の
準
備
で
忙
し
い
の
だ
。
そ
の
問
を

必
っ
て
や
っ
と
楽
し
ん
で
い
る
ゲ
l
ム
の
マ
ッ
プ
を

そ
ち
は
奪
う
と
申
す
か
／
・
」

何
と
、
ゲ
l
ム
を
や
っ
て
い
る
と
な

y
お
っ
と

口
調
が
移
っ
ち
ゃ
っ
た
。
そ
れ
に
ビ
デ
オ
の
発
売
と

は
、
い
っ
た
い
何
な
ん
だ
。

「
そ
ち
は
ナ
ム
コ
の
社
員
か
？
」

そ
う
だ
N
G編
生
勇
者
だ
F
－

「
情
報
が
遅
い
の
う
。
よ
し
、
で
は
こ
の
マ
ッ
プ
を
返

し
て
や
ろ
う
。
そ
の
条
件
の

一
っ
と
し
て
、
こ
の
ビ

デ
オ
発
売
の
記
事
を
載
せ
る
の
だ
。
よ
い
か
、
た
だ

し
私
が
・
』
の
よ
う
に
脅
し
た
よ
う
に
書
い
て
は
な
ら

ん
ぞ
F
－
も
し
破
っ
た
時
は
：
。
豆
上
家
の
恨
み
、
そ

ち
と
て
知
ら
ん
こ
と
も
あ
る
ま
い
、
フ
ハ
ハ
ハ
ハ
。

私
は
、
あ
く
ま
で
も
ク
リ
ー
ン
な
イ
メ
ー
ジ
な
の
だ
。

」

お
ー
い
。
勝
手
な
こ
と
を
：
。

「
い
や
か
？
い
や
な
ら
い
い
ん
だ
が
の
う
。
そ
う

だ
。
そ
れ
に
ゲ
l
ム
の
方
の
こ
と
も
充
分
に
書
い
て

ほ
し
い
の
う
。
特
別
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ゆ
る
す
か

ら
の
う
。
」

は
い
は
い
。
で
は
、
始
め
ま
し
よ
か
？
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、
で
は
、
今
日
は
な
ぜ
こ
の
鎌
倉
に
？

「
ビ
デ
オ
の
リ
テ
イ
ク
じ
ゃ
。
つ
ま
り
撮
り
直
し
の

こ
と
だ
の
。
ビ
デ
オ
見
て
く
れ
よ
。
」

え
ー
で
は
、
今
回
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

版
源
平
討
魔
伝
に
つ
い
て

一言。

「
全
て
に
お
い
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

y
こ
れ
じ
ゃ
な
、

今
ま
で
に
ま
っ
た
〈
無
い
形
の
ゲ
l
ム
じ
ゃ
。
私
は

守
り
に
は
い
る
の
が
嫌
い
で
な
。
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ

〈
、
攻
め
て
こ
そ
景
清
と
思
う
が
、
ど
う
じ
や
ろ
う

の’フ
。
」

今
回
の
ゲ
l
ム
の
コ
ツ
は
。

「
耐
え
る
こ
と
も
必
要
と
い
う
こ
と
か
の
、
鎌
倉
に

近
づ
け
ば
そ
れ
だ
け
襲
っ
て
く
る
魔
物
も
強
く
な
る
。

そ
の
た
め
に
自
分
自
身
も
強
く
な
ら
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
ゆ
っ
く
り
力
を
強
〈
し
て
か
ら
、
中
央
へ
向

か
う
事
じ
や
の
う
。
」

以
上
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
い
か
が
な
も
ん
で
し
ょ

う
か
。

「
仕
方
な
い
。
ま
あ
よ
か
ろ
う
。
で
は
こ
の
マ
ッ
プ

を
そ
ち
に
預
け
る
。
こ
れ
か
ら
の
撮
影
時
間
の
初
分

が
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
じ
ゃ
、
そ
の
間
に
写
す
な
り
コ

ピ
ー
す
る
な
り
せ
い
。
」

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
時
に
景
清
さ
ん
、
ず

い
ぶ
ん
カ
タ
カ
ナ
文
字
砂
御
存
知
で
す
ね
。

「
わ
し
も
苦
労
し
と
る
の
じ
ゃ
。

」

で
は
、
お
預
か
り
し
ま
す
。
街
ま
で
出
て
コ
ピ
ー

を
と
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

何
と
い
う
事
だ
。
太
鼓
橋
を
渡
っ
た
瞬
間
、
鎌
倉

の
街
並
が
鎌
倉
時
代
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
げ
げ

げ
つ
F

ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ
。
こ
の
マ
ッ
プ
を

移
す
と
い
っ
て
も
何
に
ど
う
や
っ
て
移
す
と
い
う
ん

だ
。
街
中
、
全
て
が
鎌
倉
時
代
に
な
っ
た
の
か
？

哀
の
横
了
は
？
駅
は
？
そ
う
だ
会
社
は
ど
う
す

る
ん
だ
。
お
ー
い
、
俺
は
E
う
や
っ
て
生
き
て
い
け

ば
い
い
ん
だ

f
そ
う
ド
棄
清
の
所
へ
戻
ろ
う
F

石
段
そ
か
け
上
が
っ
て
、
且
京
清
も
い
な
い
じ
ゃ
な
い

か
？
こ
い
つ
は
闘
っ
た
あ

f

逃げ出した所に、妖怪道中記のたろすけがいた。こっちへ来いと手招きをしているのでついて行く→ p9へ



な
に
は
と
も
あ
れ

こ
れ
が

マ
ッ
プ
な
の
だ
よ
。

ふ
え
っ
〈
し
ょ
ん
F
・
お
お
寒
い
。
堕
所
寝
を
し

ち
ま
っ
た
。
お
や
？
こ
こ
は
N
G編
基
室
。
だ
っ

て
長
治
を
探
し
て
鎌
倉
に
・：。

こ
り
ゃ
夢
だ
っ
た
の

か
い
。
そ
う
い
え
ば
、
え
り
か
と
き
と
る
の
夢
臼
険

の
マ

ッ
プ
は
E
う
し
た
ん
だ
ろ
う
。
あ
れ
、
机
の
上

に
あ
る
。
な
ん
で
だ
ろ
う
。
き
つ
ム
缶
V
だ
よ
な
こ
れ

＋。
。と

も
か
く
マ

ッ
プ
は
手
に
入
っ
た
。
こ
れ
が
あ
る

と
、
か
な
り
ゲ
l
ム
は
や
り
や
す
〈
な
る
か
ら
ね
。

全
部
の
マ
ッ
プ
を
教
え
て
あ
げ
た
い
ん
だ
け
ど
今
回

は
、
第

一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
の
？

ッ
プ
。
誰
だ
？

全
部
じ
ゃ
ね
l
の
か
つ
て
言
っ
て
る
の
は
？

自
分
で
努
力
し
な
さ
い
。
そ
れ
か
ら
参
芳
f
ま
で
に
少

し
デ
l
タ
を
教
え
て
あ
げ
よ
う
。
地
図
上
の
駅
っ
て

t
u
い
で
あ
る
所
か
ら
ゲ
l
ム
は
始
ま
る
ん
だ
。
そ
れ

と
P
つ
て
な
っ
て
る
所
で
は
自
転
車
を
借
り
る
こ
と

が
で
き
る
よ
。
で
も
使
わ
な
い
時
は
、
ち
ゃ
ん
と
返

す
こ
と
。
あ
と
、
第
3
章
に
出
て
く
る
海
の
こ
と
だ

け
ど
、
え
り
か
は
あ
ま
り
長
時
間
は
泳
ぎ
続
け
ら
れ

な
い
か
ら
ね
。
こ
れ
だ
け
親
切
に
教
え
た
ん
だ
か
ら

ゲ
l
ム
砂
桑
し
ん
で
〈
れ
よ

y

フ
ァ
ミ
コ
ン
で
新
た
に
誉
事
と
い

う
事
で
今
注
目
度
ナ
ン
バ
ー
ー
の
源

平
肘
魔
伝
が
ビ
デ
オ
に
な
る
事
が
決

定
し
た
ん
F
Z
9
月
中
句
頃
に
、
低

価
格
の
￥
3
，8
0
0で
登
場
／

ω

分
程
の
内
容
だ
け
ど
、
密
度
の
渇
き

は
脱
帽
だ
／
・
攻
略
法
あ
り
、
ア
ニ

メ
あ
り
、
実
写
あ
り
／
こ
れ
以
上

何
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
、

で
は
こ
こ
で
そ
の
内
容
を
少
し
だ

け
（
で
も
ば
っ
ち
り
）
教
え
ち
ゃ
お

う
。
ま
ず
攻
略
法
な
ん
で
い
う
と
、

だ
さ
い
ん
だ
け
ど
、
業
務
用
の
源
平

射
魔
伝
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
か
ら
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ま
で
の
す
べ
て
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
が
ア

ニ
メ
と
実
収
で
槍
成
さ
れ
て
い
る
イ

メ
ー
ジ
ビ
デ
オ
F
Z
ニ
れ
で
ピ
ン
と

き
た
君
は
ス
ル

ド
イ
。
品
E
t

－
－
れ
は
、

A
M

ショ
l
世
帯
で
公

開
さ
れ
大
反
響

を
呼
ん
だ
幻
の

ビ
デ
オ
な
ん
だ
。

映
画
の
予
告
絹

IA.I おまけだよ．ノ
源平討魔伝を
さらに遊べ．ノ の

よ
う
に
何
度
か
よ

g
る
源
平
討
魔

伝
の
タ
イ
ト
ル
、
そ
し
て
走
る
景
司

美
し
い
S
F
X処
理
の
魔
神
や
竜

ニ
の
ビ
デ
オ
を
観
た
人
は
、
睡
眠
し
も

ニ
う
思
う
だ
ろ
う
。
本
絹
が
見
た
い
／

景
清
が
、
も
が
き
苦
し
み
勝
ち
ぬ
い

て
い
く
ス
ト
ー
リ
ー
を
。
そ
の
位
、

完
成
度
の
高
い
作
品
に
仕
上
が
っ
て

い
る
。
こ
の
ビ
デ
オ
を
特
別
に
5
人

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
9
月
末
ま
で
に
N

G
源
平
ビ
デ
オ
係
ま
で
。
源
平
射
魔

伝
へ
の
惣
い
も
奮
い
て
く
れ
よ
／

今月号のNG下段を使って、薄明，a伝舎道

んじゃった。．しτrゲームブック鳳鹿源平

副竃伝」なんちゃって

惨い.fs.IJ l'Yf、司Eは湯””になってしまっ

た。ガーン／ 君ff闘しに最清自主すでに綱償

の圃に来ているという。では君~？ とりあ

えず兵岳縛蟻幸せる→PIOへまだ最清の幽

方を待令→PSへ

U、.滑に一刀両断にされてしまった。……わが魂は不滅じゃあ／ fゴけどGAMEOVER・・・。
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ナシ」人の
さ

せ
て

。
つ

う
る

よ
れ

’lw

，、
で
て

稚

い
は
描

人

を
な
絵

ん

浮
咽

さ
心
”

蛸

円

相

「刈
リ
ら

z

，a申
ピ
た

わ
ん
つ

れ

ば

勝

F

3
ち
て

司

ツ
い
し

リ

で
負

F

f
中
勝

－－－
－1の
で

司

4
企

ニ
ル

ゲ
l
ム
と
ス
ポ
ー
ツ
の
接
点
を
発
見
f

プ
リ
ツ
ズ
・
・
・
。
気
に
な
る
お
店
だ
ね
。

『
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
す
る
人
に
、
き
わ
や
か
な
ス
ポ
ー
ツ
感
覚
で
遊

ん
で
ほ
し
い
。」
そ
ん
な
思
い
を
ニ
め
て
オ
ー
プ
ン
し
た
プ
レ
イ
フ

ィ
ー
ル
ド
プ
リ
ツ
ズ
。「
明
る
く
て
と
っ
て
も
お
し
ゃ
れ
、
ニ
ん
な

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
は
じ
め
て
／

ι
と
い
う
の
が
S
子
の
第
一
印
象

か
な
っ
。
ま
あ
、
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
と
い
う
こ
と
と
、
ノ
ー

テ
ン
キ
な
S
子
の
性
格
を
差
し
引
い
て
み
て
も
、
今
ま
で
の
ナ
ム

コ
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
な
い
雰
囲
気
を
も
っ
て
い
る
お
店
と
い
え

る
わ
ね
。
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
内
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ジ
ム
や
プ
l
ル

な
ど
の
設
備
と
う
ま
く
一
体
化
し
て
る
の
。
プ
ー
ル
で
泳
い
だ
後
、

ビ
l
チ
サ
ン
ダ
ル
を
ひ
っ
か
け
て
フ
ァ
イ
ナ
ル
ラ
ッ
プ
に
乗
り
二

む
人
、
ス
ウ
ェ
ッ
ト
ス
l
ツ
を
治
て
ゲ
l
ム
を
や
る
人
等
、
プ
リ

ツ
ズ
な
ら
で
は
の
格
葺
が
み
ら
れ
た
わ
。
ぞ
れ
か
ら
、
ま
つ
県
に

焼
け
て
い
か
に
も
健
康
優
良
児
っ
て
感
じ
の
少
年
も
い
っ
ぱ
い
。

た
だ
、
回
舎
の
子
だ
か
ら
っ
て
い
う
鋭
も
あ
る
け
ど
。
（
失
礼
）

『
い
い
え
、
こ
れ
は
お
店
が
ガ
ラ
ス
張
り
で
、
太
陽
サ
ン
サ
ン
の

サ
ン
ル
ー
ム
に
な
っ
た
か
ら
よ
。」
と
い
う
の
は
大
げ
さ
か
な
。

で
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
の
雰
劉
気
も
あ
る
わ
ね
。

そ
れ
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
2
Fの
ピ
ン
ポ
ッ
ブ
レ
ー
ン
は
、

最
新
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
般
備
の
M
レ
l
ン
を
持
つ
ポ
ー
リ
ン
グ
場
な

ん
だ
け
ど
、
ナ
ム
コ
の
お
店
な
の
。プ
リ
ツ
ズ
共
々
よ
ろ
し
〈
ネ
。

24 
eNG8月号のロケネット、 仙台特集のハイスコアボードのコメン卜に、 「スプリューという…J とありますが、 「スプリームJの間違
いて・す。これでまた、名前を読み間違える人が増えてしまう。どう見てもスプリユーには続めないと思いますけどね（郡山市 川島）



4ビリヤード
PLID'Sには、ビリヤード好きの店員

さんが多い。一度挑戦してごらんよ

篇

1
圃

ロ
ボ
ッ
ト
バ
ト
ル
大
会

ロ
ボ
ッ
ト
バ
ト
ル
と
は
、
西
日
本
の
ゲ
l
ム
フ
リ
ー

ク
遣
の
後
関
紙
『
徳
島
キ
ヤ
ロ
ッ
ト
新
聞
」
の
院
者
コ

ー
ナ
ー
で
、
－
集
邸
独
自
に
お
ニ
な
っ
て
い
る
ゲ
l
ム

の
ニ
と
で
あ
る
。
自
分
た
ち
で
段
針
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
お
互
い
戦
わ
せ
る
ニ
の
大
晶
君
、

攻
掌
が
行
な
わ
れ
る
た
び
に
歓
声
が
あ
が
り
、
犬
成
功

を
お
さ
め
た
。
出
重
量
河
品
目
。
所
要
時
間
4
h。

参
加
し
た
い
人
や
鮮
し

川

い
ニ
と
を
聞
S
た
い
人

・

は
、
キ
ャ
ロ
ッ
ト
新
聞

を
見
て
ネ
。

・キャロット新聞入手方法・・170円分未使用郵便切手か、無記名客員120円の郵便為替て・次の宛先へお送りください。

〒772徳島県鳴門市里浦町浦字花函578-4山内崇志方「キャロ ット新聞」係 自介の住所、氏名、 TELをお忘れなく／25 



オレ肱ナムコの大穴式ファンだいf
と自慣の晶る人肱A宅、ドルアーガ
のことだったらまカ噌てf と思っ
ている人はB署管えて本。

に筈えてくれた人へ

L竺；ニ：..~
ベノ民
事I~円

t."- · ~· 

ぞいてルオ生 企
。ま？パヤ〈松
い lジん江

（ち aジのの市
オ似かヨ蹟舎の
ヤてらンの品六
ジね下だリか崎
）えがつア ／.

av河
野
名
会
よ
I
ん

(20名）

Bに答えてくれた人へ

l.オールアバウトナムコ (3名）

爆突機銃艇

1.ポスター（3名〕

2.テレカ（3名）

(20名）

1.マッピー下敷

2.マッピーノート

¥na！態。

議

A
ち
ょ
っ
と
す
ご
い

ね
。
横
浜
の
引
回
伊

作
く
ん
の
作
品
。
で

も
左
手
で
奮
い
た
っ

て
い
う
ニ
と
で
採
用
。

平
育
て
は
た
い
へ
ん

な
の
だ
。
（
う
に
）

企
パ
ベ
の
似
顔
絵
は

安
川
秀
和
ク
ン
の
作

品
だ
よ
ん
。
み
ん
な

夏
休
み
が
も
う
終
り

だ
パ
ベ
。宿
題
、
ゃ
れ

よ
l
／
．
び
ぱ
の
ん

の
ん
。（
パ
ベ
て
つ
）

A
盛
田
〈
ん
の
作
品
。

フ
ロ
ム
ス
タ
ッ
フ
似

顔
絵
コ
ン
テ
ス
ト
の

は
じ
ま
り
は
じ
ま
り
。

ニ
ニ
に
載
っ
た
人
に

は
、
ス
タ
ッ
フ
の
サ

イ
ン
あ
げ
る
よ
。（
S
）

合
企
つ
い
に
、
念
願
が

叶
い
ヲ
ロ
テ
ニ
ス

ワ
ー
ル
ド
コ
ー
ト
）
、

オ
ヤ
ジ
か
ら
初
勝
利

を
マ
l
ク
。
も
う
、

二
度
と
負
け
な
い
ぜ
。

（
カ
メ
ラ
マ
ン
水
野
）

－

aコ
ラ
、
績
な
ん
て

ム

載
せ
る
な
よ
。
も
う

－N
Gの
仕
事
な
ん
か

／
一
ゃ
ん
な
い
か
ら
な
／
－

V

L
な
あ
ん
て
う
そ
よ
。

二
維
か
文
通
し
ま
し
ょ
。

（デ
ザ
イ
ナ
ー
高
島
）

dぞれ
会 いのれだが企
みて鑑ち巴害ニ
イち堕や干月ん
ーι よ書室ダ人でに
Tう主メ饗すち
きだ維／よ 。は

いか 。羨
ね．私（i人私

企
N
Gお
届
け
係
と

し
て
の
感
想
は
、
正

し
〈
、
わ
か
り
や
す

い
文
字
を
曾
〈
－
－
と

の
睡
惜
し
き
で
す
。
思

い
や
り
を
忘
れ
ず
に
。

（
森
の
お
母
さ
ん
）

26 
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同
超
能
力
は
、
常
設
の
少
な
い

町
子
供
の
方
が
い
い
ん
だ

す
ん
ご
い
な
あ
。
清
固
さ
ん
は
子
供
の

頃
か
ら
こ
ん
な
力
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
？

「
物
心
つ
い
た
頃
に
は
既
に
あ
り
ま
し
た

ね
。
も
っ
と
も
、
テ
レ
ビ
で
ユ
リ
ゲ
ラ
ー

を
見
る
ま
で
不
思
議
な
カ
だ
と
は
気
づ
か

な
か
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
だ
っ
て
僕
に
と
っ

て
は
、
そ
れ
が
当
り
前
だ
っ
た
か
ら
。」

超
能
力
も
年
を
と
る
に
つ
れ
て
成
長
す

る
ん
で
す
か
？

「
い
や
、
逆
で
す
ね
。
超
能
力
っ
て
精
神

的
な
も
の
で
し
ょ
。
だ
か
ら
、
常
識
と
か

既
成
概
念
が
な
い
方
が
い
い
ん
だ
。
で
も

大
人
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
そ
う
い
う

型
に
は
ま
っ
た
デ
l
タ
ー
が
い
っ
ぱ
い
入

っ
て
く
る
で
し
ょ
。
そ
う
い
う
意
味
で
は

頭
が
柔
軟
な
子
供
の
方
が
、
超
能
力
を
使

う
に
は
向
い
て
る
ん
で
す
よ
。
純
粋
な
心

と
信
じ
る
こ
と
が
大
切
っ
て
と
－
－
か
な
。」

MASU~K~ KIYOTA 
先日、「ちょうのうりよくしゃ」として

有名な、清国益章さんがナムコ本社に

来てくれたんだ。おもしろいこと大好

きのNG編集室はスプーン曲げや念写

に喜んだり、驚いたり。やっぱりすご

いやと舞い上がったまま、インタビュ

ーしてみました。

団
ど
う
し
て
も
人
よ
り

副
強
く
な
り
た
い
と
思
っ
た

た
と
え
ば
ス
プ
ー
ン
曲
げ
な
ら
、
曲
が

れ
／
っ
て
念
じ
る
わ
け
で
す
よ
ね
？

「
そ
う
す
る
と
幽
が
り
に
く
い
ん
で
す
。

つ
ま
り
幽
が
れ
っ
て
事
臓
川
1
M
M
U

は
、
そ
れ
だ
け
で
ス
プ
欄
吋

－
aa剛

l
ン
が
固
い
と
い
う
イ

明

園
開
U

メ
l
ジ
が
付
い
て
る
で
・
・
・
・
圃
E
匝

し
ょ
。
動
物
を
か
わ
い

・
・
・
・
圃
圃

が
る
感
覚
で
接
し
て
、

．
．
．
．
．
．
．
 

結
果
の
み
を
ビ
ジ
ュ
ア

・
・
・
日
闘
圃

ル
・
イ
メ
ー
ジ
に
固
定

・
・
・
・
園
田

さ
せ
る
ん
で
す
。
ぞ
う

・
・
・
・
回
国

す
れ
ば
8
割
方
は
で
き

・

・

－

E

あ
が
り
で
す
ね
O

L

－
－
－
田
副
首

思
い
込
む
こ
と
が
大

．
．
．
 

，‘，M
 

切
な
ん
で
す
ね
。

「
そ
う
で
す
ね
。
超
能
力
な
ん
か
無
い
っ

て
思
っ
て
る
人
は
無
い
方
に
カ
が
働
く
ん

で
す
よ
。
例
え
ば
僕
の
カ
を
見
て
、
人
間

に
は
こ
う
い
う
カ
も
あ
る
の
か
、
と
考
え

る
か
そ
れ
と
も
、
清
田
だ
か
ら
あ
ん
な
事

が
で
き
る
ん
だ
と
考
え
る
か
。
ニ
ニ
で
も

う
全
然
違
う
で
し
ょ
。
あ
き
ら
め
た
ら
終

り
で
す
よ
。
人
生
も
そ
う
だ
け
ど
、
ダ
メ

だ
っ
て
恩
っ
ち
ゃ
っ
た
人
っ
て
、
だ
い
た

い
失
敗
す
る
よ
ね
。
成
功
す
る
人
は
、
常

に
成
功
を
信
じ
て
る
し
ね
。
こ
れ
も
一
一
穫

の
超
能
力
な
の
か
な
。
今
ま
で
肉
体
的
に

行
き
着
い
た
先
に
実
は
ま
だ
可
能
性
の
あ

る
力
が
存
在
し
て
い
る
－
－
と
を
認
識
し
て

ほ
し
い
な
。
現
に
僕
み
た
い
な
人
間
も
い

る
ん
だ
し
ね
。」

何
で
も
柔
軟
に
ニ
な
し
て
し
ま
い
そ
う

な
清
固
さ
ん
で
す
が
、
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

み
た
い
な
物
っ
て
も
っ
て
ま
す
か
？

「
そ
り
ゃ
あ
り
ま
す
よ
。
僕
は
少
し
背
が

低
い
で
し
ょ
。
だ
か
ら
大
き
く
な
り
た
い

っ
て
思
っ
て
ま
し
た
よ
。
そ
れ
に
僕
は
負

け
ず
き
ら
い
で
ね
。
ど
う
し
て
も
人
よ
り

強
く
な
り
た
い
っ
て
思
っ
て
た
ん
だ
。
そ

の
せ
い
か
、
ニ
う
い
う
力
が
つ
い
て
し
ま

っ
た

。
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
パ
ワ
ー
が
築
か
れ
て
る
の
は
確
か
だ

よ
ね
。
ゲ
l
ム
や
っ
て
て
も
こ
の
負
け
ず

嫌
い
は
強
烈
だ
よ
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
タ
ジ

ア
ム
幻
を
よ
く
や
っ
て
る
ん
だ
け
ど
、
ま

だ
慣
れ
な
い
頃
は
負
け
る
と
く
や
し
く
っ

て
さ
。
何
と
か
し
た
い
っ
て
思
っ
て
た
ら
、

ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
マ
ウ
ン
ド
を
降
り
て
き
て

J
－
－
・

真
中
あ
た
り
ま
で
来
て

’

h
m・
・
・

投
げ
た
も
ん
な
。
で
も

J

副‘

．．
 
そ
れ
打
た
れ
ち
ゃ
っ
た

J

凶
・
・
・
・

け
ど
ね
。
そ
れ
に
、
ボ

E－
－

－

ー
ル
が
見
え
な
く
な
っ

．
．

．

．
 

て
、
影
し
か
画
面
に
映

E
・
・
園
・
・
・

ら
な
い
と
か
ね
。」

．
．
．
．
．
．
．
 

そ
れ
っ
て
反
則
で
す

・
・
・
・
・
・

ょ
。
で
も
某
星
O
雄
馬

・
・
・
・
・
・
圃

み
た
い
で
お
も
し
ろ
そ

・
・
・
・
・
・

う
で
す
ね
。
で
は
、
最

．
．
．

．
．
 
後
に
清
固
さ
ん
が
こ
れ

か
ら
や
り
た
い
ニ
と
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

「
バ
ン
ド
活
動
だ
ね
。
ニ
れ
は
、
音
楽
を

通
じ
て
、
僕
の
考
え
て
い
る
事
を
も
っ
と

多
く
の
人
に
伝
え
ら
れ
れ
ば
と
思
つ
て
の

こ
と
な
ん
だ
け
ど
。
そ
の
僕
の
考
え
て
い

る
事
っ
て
い
う
の
は
、
現
代
の
み
に
通
用

す
る
常
識
を
変
に
過
信
し
す
ぎ
て
る
ん
で

は
な
い
か
、
も
っ
と
自
分
の
意
識
を
も
つ

べ
き
で
は
な
い
の
か
つ
て
事
な
ん
だ
。
近

い
う
ち
に
レ
コ
ー
ド
で
も
出
す
か
ら
、
そ

の
際
は
、
ぜ
ひ
と
も
よ
ろ
し
く
。

」

う
ー
ん
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
ね
。
超

能
力
と
は
ニ
ん
な
に
身
近
だ
っ
た
の
か
。

み
ん
な
も
、
ち
ょ
び
っ
と
超
能
力
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
な
ど
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
？

清田君から
スプーンの
プレゼント

曲
が
っ
た
ス
プ
ー
ン
を
1
傘
且
曹
に
ノ

指
先
昼
T
M聞
東
京
．
犬
同
区
‘
庫
川l
 

f
a
T
S
働
ナ
ふ
コ
鵬
．
集
室
ま
で



•1，現1t
g捨ーー

や8b81'・oa嘗,cルヘジコアジ9!1-.
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j 明調Eぞみ

：；~；々1 ’d咽
S月中旬発売予

4シ

編
集
人

（
毎
月

一
回

一
日
発
行
）
第
三
巻
第
九
号
通
巻
二
三
号

発
行
人

蝦
名
規
功主

郵
便
番
号

一
四
六
東
京
都
大
間
区
多
摩
川
2

8

5

銭

ナ
ム
コ

中
村
雅
古

電
話

(756) 

一一一
切

社

相

1
f

会

一一

h
N

式

一寸

前
一
株
一
川

口－強
。NAMCO All RIG HTS RESERVED 
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③ 一五
O
円
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